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題字　山田方谷自筆書状より

令和６年（2024）

広報

月月

健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

桜が咲いたよ。桜が咲いたよ。
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容

●市の機構改革・職員の異動（Ｐ２～）●市の機構改革・職員の異動（Ｐ２～）
●令和６年度 当初予算の概要（Ｐ５～）●令和６年度 当初予算の概要（Ｐ５～）
●功績・栄光をたたえますほか（P８～）●功績・栄光をたたえますほか（P８～）
●市民のページ（Ｐ 30～）●市民のページ（Ｐ 30～）

　　米米
よねよね

谷谷
たにたに

さん家の三つ子ちゃんはこの春から小学１さん家の三つ子ちゃんはこの春から小学１
年生。ピカピカのランドセルを背負い「おべん年生。ピカピカのランドセルを背負い「おべん
きょうをがんばります！」と新生活に胸を膨らまきょうをがんばります！」と新生活に胸を膨らま
せながら第一歩を踏み出しました。せながら第一歩を踏み出しました。



機構が変わりました／定期人事異動
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兼
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兼
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▽
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付﹇
課
長
待
遇
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光
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光
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▽
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部
土
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事
務
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農
林
課
長
代
理

﹇
林
業
振
興
・
有
害
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獣
担
当
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小
林
義
典

▽
西
部
土
木
事
務
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長
代
理（
建
築
営
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室
長
代
理
） 

大
福
佳
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兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
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長
兼
選
挙
管
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委
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会
事
務
局
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環
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課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
参
事
）

 

江
藤
順
一

▽
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
参
事（
監
理
課
長
）

 

石
田
雄
一

▽
環
境
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

参
事（
福
祉
課
長
代
理
兼
臨
時
給
付
金
対

策
室
参
事
） 

前
原
敬
朗

▽
環
境
課
長
代
理
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
参
事（
環
境
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
主
幹
） 

西
川
宜
孝

▽
川
上
地
域
局
長（
健
康
づ
く
り
課
感
染

症
対
策
室
長
代
理
） 

大
塚
容
子

▽
備
中
地
域
局
長（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

 

赤
迫
和
之

▽
福
祉
課
長
兼
臨
時
給
付
金
対
策
室
長

（
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
参
事
） 

斎
藤
正
憲

▽
福
祉
課
長
代
理
兼
臨
時
給
付
金
対
策
室

参
事（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
羽
長
寿
園
長
）

 

金
島
康
成

▽
こ
ど
も
未
来
課
長
代
理
兼
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
統
括
支
援
員（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
成
羽
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
参
事
兼
健

康
づ
く
り
課
参
事﹇
成
羽
担
当
﹈兼
感
染
症

対
策
室
参
事
） 

山
本
直
美

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
羽
長
寿
園
長（
川

上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長﹇
課
長
補
佐

級
﹈） 

清
迫
衛

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
農
林
課
主
幹
） 

中
藤
宏
和

▽
有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
備
中

地
域
局
長
） 

宮
本
哲
行

▽
川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
有
漢

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

細
川
幸
嗣

消
防
本
部
・
消
防
署

課
長
級

▽
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長﹇
消
防
司
令
﹈

（
消
防
本
部
予
防
課
長
代
理﹇
消
防
司
令
﹈）

 

山
下
正
己

▽
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長
代
理﹇
庶
務

担
当
﹈﹇
消
防
司
令
﹈（
消
防
本
部
消
防
総
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長﹇
消
防
司
令
﹈）

 

三
村
敏
規

▽
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長
代
理﹇
消
防

団
担
当
﹈﹇
消
防
司
令
﹈（
消
防
本
部
予
防
課

長
代
理
兼
予
防
広
報
係
長﹇
消
防
司
令
﹈）

 

石
川
健
治

▽
消
防
署
長
代
理﹇
第
２
係
担
当
﹈﹇
消
防
司

令
﹈（
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長
補
佐
兼
消

防
団
係
長﹇
消
防
司
令
﹈） 

上
村
益
章

▽
高
梁
保
育
園
長（
成
羽
こ
ど
も
園
長
）

 

藤
森
元
子

▽
成
羽
こ
ど
も
園
長（
高
梁
保
育
園
長
）

 

川
口
尚
子

部
次
長
級

▽
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
署
長﹇
消
防
司

令
﹈（
消
防
署
長﹇
消
防
司
令
﹈） 

矢
吹
洋
人

成
羽
病
院

医
師

▽
診
療
部
長﹇
４
級
﹈（
内
科
医
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４
級
﹈）

 

藤
原
洋
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▽
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長
兼
医
療
安

全
管
理
室
参
事（
看
護
部
３
階
病
棟
看
護

師
長
兼
医
療
安
全
管
理
室
主
幹
）

 

高
下
公
美
子

課
長
級

３
月
３
月
3131
日
付
退
職
者

日
付
退
職
者

医
師

▽
成
羽
病
院
医
局
副
院
長
兼
健
診
室
長
兼

感
染
対
策
室
長
兼
院
内
感
染
管
理
者

 

那
須
龍
介

▽
成
羽
病
院
医
局
副
院
長
兼
小
児
科
医
長

 

生
田
真
司

▽
成
羽
病
院
医
局﹇
医
員
﹈ 

荒
木
晴

▽
政
策
監

▽
政
策
監  

蛭
田
俊
幸

蛭
田
俊
幸

▽
総
務
部
長（
総
務
省
へ
復
帰
）

▽
総
務
部
長（
総
務
省
へ
復
帰
）

  

北
畑
太
一

北
畑
太
一

▽
成
羽
病
院
事
務
長

▽
成
羽
病
院
事
務
長  

渡
辺
丈
夫

渡
辺
丈
夫

▽
高
梁
地
域
事
務
組
合
事
務
局
長
兼
ク
リ

▽
高
梁
地
域
事
務
組
合
事
務
局
長
兼
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長  

西
井
正
喜

西
井
正
喜

▽
産
業
経
済
部
観
光
課
長
代
理

▽
産
業
経
済
部
観
光
課
長
代
理

  

三
村
雄
一

三
村
雄
一

▽
土
木
部
上
下
水
道
課
長
﹇
水
道
技
術
管

▽
土
木
部
上
下
水
道
課
長
﹇
水
道
技
術
管

理
者
﹈

理
者
﹈  

上
田
雅
嗣

上
田
雅
嗣

▽
市
民
生
活
部
成
羽
地
域
局
長
代
理

▽
市
民
生
活
部
成
羽
地
域
局
長
代
理

  

川
上
穣

川
上
穣

▽
成
羽
病
院
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長

▽
成
羽
病
院
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長

  

原
田
邦
栄

原
田
邦
栄

課
長
級
以
上

3 令和６年（2024）４月 高梁市の市外局番は「0866」です

機
構
が
変
わ
り
ま
し
た

機
構
が
変
わ
り
ま
し
た

健
康
福
祉
部
内
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
設
置

　
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
両
部
門
の
連

携
・
協
働
を
深
め
、
虐
待
へ
の
予
防
的

な
対
応
か
ら
個
々
の
家
庭
に
応
じ
た
支

援
の
切
れ
目
な
い
対
応
な
ど
相
談
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
改
正
児
童

福
祉
法（
令
和
４
年
６
月
）に
基
づ
き
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。

デ
ジ
タ
ル
・
未
来
戦
略
課
の
地
域

D
X
係
と
行
政
D
X
係
を
統
合
し
、

D
X
推
進
係
を
設
置

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
課
題
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
、
地
域
D
X
係
と
行
政
D
X
係

を
統
合
し
ま
し
た
。

農
林
課
の
農
政
企
画
係
と
農
林
振
興
係

を
再
編
し
、
農
業
振
興
係
と
林
業
振
興

係
を
設
置

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
・
実
行
す

る
中
、
今
後
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
り
農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
に
対
し
、
農
地
が
利
用
さ
れ
や
す

く
な
る
よ
う
農
地
の
集
約
化
等
に
向
け

た
取
組（
地
域
計
画
の
策
定
）が
必
要
と

な
る
こ
と
や
、
令
和
６
年
度
か
ら
森
林

環
境
譲
与
税
が
個
人
に
課
税
さ
れ
、
今

ま
で
以
上
に
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

を
通
じ
て
、
森
林
整
備
の
間
伐
や
人
材

育
成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
農
業
振
興
係
と
林
業
振
興
係

を
設
置
し
ま
し
た
。

岡
山
道
４
車
線
化
推
進
係
を
有
漢
地

域
局
か
ら
建
設
課
に
移
行

　
岡
山
道
４
車
線
化
に
関
す
る
事
業
費
の

減
少
に
伴
い
、
ま
た
、
技
術
系
職
員
と
の

情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
岡
山
道
４
車
線

化
推
進
係
を
建
設
課
へ
移
行
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
警
防
課
内
に
通
信
指
令
係
を
設
置

　
通
信
指
令
員
を
専
従
と
し
、
ス
ム
ー

　
通
信
指
令
員
を
専
従
と
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
指
令
業
務
と
通
信
機
器
の
運
用
体

ズ
な
指
令
業
務
と
通
信
機
器
の
運
用
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
通
信
指
令
係

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
通
信
指
令
係

を
設
置
し
ま
し
た
。

を
設
置
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
通
称
が
決

ま
り
ま
し
た

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
よ
り

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
よ
り

市
民
に
認
知
し
や
す
い
窓
口
に
な
る
よ

市
民
に
認
知
し
や
す
い
窓
口
に
な
る
よ

う
、「
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

う
、「
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
今
後
も
市

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
今
後
も
市

民
の
心
身
の
健
康
保
持
お
よ
び
生
活
の

民
の
心
身
の
健
康
保
持
お
よ
び
生
活
の

安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
相

安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
相

談
窓
口
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

談
窓
口
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

定
期
人
事
異
動

定
期
人
事
異
動

　
4
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
部
長
、
部
次
長
、
課

長
級
な
ど
の
異
動
と
退
職
者
、
令
和
6
年
度
新
規
採
用
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※（
）内
は
旧
任
。
部
署
名
を
省
略
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
☎
21
‐
０
２
０
５

部
長
級

部
次
長
級

市
長
部
局
・
教
育
委
員
会
部
局
・

高
梁
地
域
事
務
組
合
な
ど

▽
政
策
監﹇
総
合
調
整
担
当
﹈（
産
業
経
済

部
付﹇
部
長
待
遇
﹈〔
一
般
社
団
法
人
高
梁

市
観
光
協
会
へ
出
向
〕） 

川
内
野
徳
夫

▽
総
務
部
長（
健
康
福
祉
部
長
兼
社
会
福

祉
事
務
所
長
） 

赤
木
憲
章

▽
産
業
経
済
部
長（
土
木
部
長
）

 

妹
尾
英
利

▽
土
木
部
長（
土
木
部
次
長
兼
建
設
課
長
）

 

藤
井
正
宣

▽
健
康
福
祉
部
長
兼
社
会
福
祉
事
務
所
長

兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長（
議
会
事

務
局
長
） 

森
昌
士

▽
消
防
長﹇
消
防
司
令
長
﹈（
消
防
本
部
消

防
総
務
課
長﹇
消
防
司
令
﹈） 

三
尾
宣
行

▽
国
民
健
康
保
険
成
羽
病
院
事
務
長（
市

民
生
活
部
次
長
兼
市
民
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
館
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
） 

黄
江
浩

▽
秘
書
企
画
課
長﹇
部
次
長
待
遇
﹈兼
大
学

連
携
室
長（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
）

 

山
川
映
之

▽
土
木
部
次
長
兼
建
設
課
長（
秘
書
企
画

課
長
兼
大
学
連
携
室
長
） 

川
上
秀
吉

▽
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴

寿
荘
所
長﹇
部
次
長
待
遇
﹈兼
成
羽
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長（
健
康
福
祉
部
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴
寿
荘
所
長
兼
成
羽

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）

 

長
船
祥
司

▽
議
会
事
務
局
長（
市
民
生
活
部
川
上
地

域
局
長
） 

川
上
英
嗣

▽
高
梁
地
域
事
務
組
合
事
務
局
長
兼
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長（
産
業
経
済
部
長
）

 

福
田
茂
樹

2令和６年（2024）４月



機構が変わりました／定期人事異動

課
長
級

▽
総
務
課
長（
福
祉
課
長
兼
臨
時
給
付
金

対
策
室
長
） 

小
林
由
和

▽
監
理
課
長（
税
務
課
長
代
理﹇
資
産
税
担

当
﹈） 

川
上
啓
二

▽
監
理
課
長
代
理
兼
監
理
係
長（
監
理
課

長
補
佐
兼
監
理
係
長
） 

平
松
修
一

▽
農
林
課
長
兼
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
川
上
フ
ラ
ワ
ー
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
所
長

（
農
林
課
長
兼
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
川
上
フ
ラ
ワ
ー
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
所
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
） 

田
中
博

▽
農
林
課
長
代
理﹇
林
業
振
興
・
有
害
鳥

獣
担
当
﹈（
監
査
事
務
局
次
長
兼
議
会
事
務

局
主
幹
） 

森
本
修
司

▽
観
光
課
付﹇
課
長
待
遇
﹈〔
一
般
社
団
法

人
高
梁
市
観
光
協
会
へ
出
向
〕（
観
光
課

長
） 

相
原
英
夫

▽
観
光
課
長（
理
財
課
長
補
佐
）藤
森
基
隆

▽
上
下
水
道
課
長﹇
水
道
技
術
管
理
者
﹈

（
西
部
土
木
事
務
所
長
） 

黒
川
昌
光 

▽
西
部
土
木
事
務
所
長（
農
林
課
長
代
理

﹇
林
業
振
興
・
有
害
鳥
獣
担
当
﹈）

 

小
林
義
典

▽
西
部
土
木
事
務
所
長
代
理（
建
築
営
繕

室
長
代
理
） 

大
福
佳
治

▽
市
民
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
館

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長（
環
境

課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
参
事
）

 

江
藤
順
一

▽
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
参
事（
監
理
課
長
）

 

石
田
雄
一

▽
環
境
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

参
事（
福
祉
課
長
代
理
兼
臨
時
給
付
金
対

策
室
参
事
） 

前
原
敬
朗

▽
環
境
課
長
代
理
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
参
事（
環
境
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
主
幹
） 

西
川
宜
孝

▽
川
上
地
域
局
長（
健
康
づ
く
り
課
感
染

症
対
策
室
長
代
理
） 

大
塚
容
子

▽
備
中
地
域
局
長（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

 

赤
迫
和
之

▽
福
祉
課
長
兼
臨
時
給
付
金
対
策
室
長

（
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
参
事
） 

斎
藤
正
憲

▽
福
祉
課
長
代
理
兼
臨
時
給
付
金
対
策
室

参
事（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
羽
長
寿
園
長
）

 

金
島
康
成

▽
こ
ど
も
未
来
課
長
代
理
兼
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
統
括
支
援
員（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
成
羽
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
参
事
兼
健

康
づ
く
り
課
参
事﹇
成
羽
担
当
﹈兼
感
染
症

対
策
室
参
事
） 

山
本
直
美

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
羽
長
寿
園
長（
川

上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長﹇
課
長
補
佐

級
﹈） 

清
迫
衛

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
農
林
課
主
幹
） 

中
藤
宏
和

▽
有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
備
中

地
域
局
長
） 

宮
本
哲
行

▽
川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
有
漢

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

細
川
幸
嗣

消
防
本
部
・
消
防
署

課
長
級

▽
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長﹇
消
防
司
令
﹈

（
消
防
本
部
予
防
課
長
代
理﹇
消
防
司
令
﹈）

 

山
下
正
己

▽
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長
代
理﹇
庶
務

担
当
﹈﹇
消
防
司
令
﹈（
消
防
本
部
消
防
総
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長﹇
消
防
司
令
﹈）

 

三
村
敏
規

▽
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長
代
理﹇
消
防

団
担
当
﹈﹇
消
防
司
令
﹈（
消
防
本
部
予
防
課

長
代
理
兼
予
防
広
報
係
長﹇
消
防
司
令
﹈）

 

石
川
健
治

▽
消
防
署
長
代
理﹇
第
２
係
担
当
﹈﹇
消
防
司

令
﹈（
消
防
本
部
消
防
総
務
課
長
補
佐
兼
消

防
団
係
長﹇
消
防
司
令
﹈） 

上
村
益
章

▽
高
梁
保
育
園
長（
成
羽
こ
ど
も
園
長
）

 

藤
森
元
子

▽
成
羽
こ
ど
も
園
長（
高
梁
保
育
園
長
）

 

川
口
尚
子

部
次
長
級

▽
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
署
長﹇
消
防
司

令
﹈（
消
防
署
長﹇
消
防
司
令
﹈） 

矢
吹
洋
人

成
羽
病
院

医
師

▽
診
療
部
長﹇
４
級
﹈（
内
科
医
長﹇
４
級
﹈）

 
藤
原
洋
平

▽
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長
兼
医
療
安

全
管
理
室
参
事（
看
護
部
３
階
病
棟
看
護

師
長
兼
医
療
安
全
管
理
室
主
幹
）

 

高
下
公
美
子

課
長
級

３
月
３
月
3131
日
付
退
職
者

日
付
退
職
者

医
師

▽
成
羽
病
院
医
局
副
院
長
兼
健
診
室
長
兼

感
染
対
策
室
長
兼
院
内
感
染
管
理
者

 

那
須
龍
介

▽
成
羽
病
院
医
局
副
院
長
兼
小
児
科
医
長

 

生
田
真
司

▽
成
羽
病
院
医
局﹇
医
員
﹈ 

荒
木
晴

▽
政
策
監

▽
政
策
監  

蛭
田
俊
幸

蛭
田
俊
幸

▽
総
務
部
長（
総
務
省
へ
復
帰
）

▽
総
務
部
長（
総
務
省
へ
復
帰
）

  

北
畑
太
一

北
畑
太
一

▽
成
羽
病
院
事
務
長

▽
成
羽
病
院
事
務
長  

渡
辺
丈
夫

渡
辺
丈
夫

▽
高
梁
地
域
事
務
組
合
事
務
局
長
兼
ク
リ

▽
高
梁
地
域
事
務
組
合
事
務
局
長
兼
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長  

西
井
正
喜

西
井
正
喜

▽
産
業
経
済
部
観
光
課
長
代
理

▽
産
業
経
済
部
観
光
課
長
代
理

  

三
村
雄
一

三
村
雄
一

▽
土
木
部
上
下
水
道
課
長
﹇
水
道
技
術
管

▽
土
木
部
上
下
水
道
課
長
﹇
水
道
技
術
管

理
者
﹈

理
者
﹈  

上
田
雅
嗣

上
田
雅
嗣

▽
市
民
生
活
部
成
羽
地
域
局
長
代
理

▽
市
民
生
活
部
成
羽
地
域
局
長
代
理

  

川
上
穣

川
上
穣

▽
成
羽
病
院
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長

▽
成
羽
病
院
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長

  

原
田
邦
栄

原
田
邦
栄

課
長
級
以
上

3 令和６年（2024）４月 高梁市の市外局番は「0866」です



特別会計
国民健康保険など、特定の収入により特定の
事業を行うための会計です。

総額 106億 1310万円
（前年度比 1.7％増）

会計 予算額
国民健康保険特別会計（事業） 36億 3439万円
へき地診療所特別会計 1721万円
後期高齢者医療特別会計 ６億7218万円
介護保険特別会計（事業） 52億 6304万円
介護保険特別会計（サービス） 5610万円
養護老人ホーム特別会計 ２億8158万円
特別養護老人ホーム特別会計 ３億247万円
畑地かんがい事業特別会計 2311万円
地域開発事業特別会計 ３億4835万円
巨瀬財産区特別会計 606万円
宇治財産区特別会計 724万円
有漢財産区特別会計 137万円

一般会計 福祉や道路、教育、消防など、市の基
本的な収入と支出を管理する会計です。

総額 279億 8000万円（前年度比 0.9％減）
　　
令
和
６
年
度
は
、
新
市
発
足

令
和
６
年
度
は
、
新
市
発
足
2020
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
本
市
の
さ
ら
な

周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
本
市
の
さ
ら
な

る
発
展
と
魅
力
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、「
人
口
減
少
対
策
」
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
重

る
発
展
と
魅
力
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、「
人
口
減
少
対
策
」
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
重

点
項
目
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

点
項
目
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

運
動
等
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
社
会
の
実
現
に
向
け
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
よ
り

運
動
等
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
社
会
の
実
現
に
向
け
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
高
梁
市
総
合
計
画
」で
掲
げ
る
都
市
像「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
高
梁
市
総
合
計
画
」で
掲
げ
る
都
市
像「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

問
理
財
課
☎
21
‐
０
２
０
６

令
和
６
年
度  

当
初
予
算
の
概
要

令和６年度 当初予算の概要

〜
「
健け

ん
幸こ

う
都
市
た
か
は
し
」
を
実
現
す
る
予
算
〜

公営企業会計 病院や水道など、独立採算により
特定の事業を行うための会計です。

総額 73億 9901万円（前年度比 11.5％増）
会計 予算額

国民健康保険成羽病院事業会計 28億 831万円
水道事業特別会計 19億 3930万円
下水道事業特別会計 26億 5140万円

歳入歳入

自自主主
財財源源

依依
存存
財財
源源 75.775.7％％

24.324.3
％％

市税市税　13.2％　13.2％
37億 285万円37億 285万円

繰入金繰入金  6.5％  6.5％
18億 2614万円18億 2614万円

その他自主財源その他自主財源  4.6％4.6％    
12 億 7870万円12億 7870万円

地方交付税地方交付税 36.1％ 36.1％
101億円101億円

市債市債 18.3％ 18.3％
51億 2792万円51億 2792万円

国庫支出金国庫支出金    11.5％ 11.5％ 
32 億 935万円32億 935万円

県支出金県支出金  4.7％  4.7％
13億 2163万円13億 2163万円

その他依存財源その他依存財源 5.1％5.1％
 14 億 1341万円 14 億 1341万円

歳出歳出
公債費公債費  13.0％  13.0％
36億 4417万円36億 4417万円

物件費物件費  13.2％  13.2％
37億 85万円37億 85万円

維持補修費維持補修費   0.5％ 0.5％
1億 2679万円1億 2679万円

普通建設事業費普通建設事業費 24.4％ 24.4％
68億 1726万円68億 1726万円

繰出金繰出金  6.8％  6.8％
18億 8696万円18億 8696万円

補助費等補助費等  13.8％  13.8％
38億 6457万円38億 6457万円

その他その他  0.2％0.2％
6887万円6887万円

積立金積立金  0.6％  0.6％
１億 7523万円１億 7523万円

災害復旧費災害復旧費  2.0％2.0％
５億 6608万円５億 6608万円

人件費人件費  16.9％  16.9％
47億 3154万円47億 3154万円

義務的経費義務的経費
38.5％38.5％

投資的経費投資的経費
26.4％26.4％

消費的経費消費的経費
27.5％27.5％

その他経費その他経費
7.6％7.6％

扶助費 扶助費  8.6％ 8.6％
23億 9768万円23億 9768万円

5 令和６年（2024）４月 高梁市の市外局番は「0866」です

定期人事異動

４
月
１
日
付
新
規
採
用
者

▽
総
務
課﹇
感
動
担
当
﹈﹇
主
事
﹈

 

管
波
美
佳

▽
理
財
課﹇
主
事
﹈ 

大
塚
眞
子

▽
税
務
課﹇
主
事
﹈ 

河
野
り
つ
こ

▽
農
林
課﹇
主
事
﹈ 

奥
田
紗
代

▽
農
林
課﹇
主
事
﹈ 

古
西
大
翔

▽
産
業
振
興
課﹇
主
事
﹈ 
今
田
史
香

▽
建
設
課﹇
主
事
﹈ 
中
島
弘
稀

▽
都
市
整
備
課﹇
主
事
﹈ 

小
林
怜
奈

▽
建
築
営
繕
室﹇
技
師
﹈ 

津
野
辺
悟

▽
建
築
営
繕
室﹇
技
師
﹈ 

新
山
大
樹

▽
上
下
水
道
課﹇
主
事
﹈ 

鈴
木
拓
海

▽
市
民
課﹇
主
事
﹈兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局 

安
松
祐
香

▽
健
康
づ
く
り
課﹇
保
健
師
﹈ 

下
元
香
乃

▽
福
祉
課﹇
主
事
﹈兼
臨
時
給
付
金
対
策
室

 

黒
川
紫
乃

▽
こ
ど
も
未
来
課﹇
主
事
﹈ 

来
田
勘
太
郎

▽
健
幸
長
寿
課﹇
主
事
﹈ 

羽
澤
菜
生

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴
寿
荘
﹇
介
護

福
祉
士
﹈ 

三
村
華
代

▽
消
防
署﹇
消
防
士
﹈ 

橋
本
太
我

▽
成
羽
病
院
医
局﹇
医
員
﹈ 

小
栗
み
な
み

▽
成
羽
病
院
放
射
線
室
﹇
診
療
放
射
線
技

師
﹈ 

田
邉
哲
大

▽
教
育
総
務
課﹇
主
事
﹈ 

森
元
南
帆

▽
こ
ど
も
教
育
課﹇
主
事
﹈ 

木
村
愛
海

▽
成
羽
こ
ど
も
園﹇
保
育
教
諭
﹈荒
田
悠
花

▽
社
会
教
育
課﹇
主
事
﹈ 

川
上
真
奈

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課﹇
主
事
﹈ 

石
橋
愛
莉

職
員
採
用
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　
４
月
28
日（
日
）午
後
０
時
30
分
〜
4
時
30
分（
受
け
付
け
は
正
午
〜
）

場
所　
サ
ン
・
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A　
３
階（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２
丁
目
３

‐
31
）

参
加
自
治
体　
高
梁
市
、
笠
岡
市
、
井
原
市
、
浅
口
市

内
容　
各
自
治
体
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
説
明
や
、
先
輩
職
員
・
採
用
担
当
者
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
計
４
回
実
施
し
ま
す
。
仕
事
の
内
容
や
給
料
、
休
暇
な
ど
、
現

場
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
費　
無
料（
予
約
不
要
・
服
装
自
由
・
入
退
場
自
由
）

問
総
務
課
☎
21
‐
０
２
０
５

職職員員採採用用合合同同説説明明会会  
予予約約
不不要要
！！  

参参加加
無無料料
！！  

服服装装
自自由由
！！

実は楽しい‼　
やりがいいっぱ

い 市役所職員！
 

【主催・お問合せ先】 

●笠岡市役所総務部人事課　☎0865-69-2124　　●高梁市役所総務部総務課　☎0866-21-0205 

●井原市役所総務部総務課　☎0866-62-1459　　●浅口市役所企画財政部総務課　☎0865-44-7000

2024年 ４月２８日(日) 

1122::3300～～1166::3300    (受付は12:00～) 

サン･ピーチＯＫＡＹＡＭＡ ３３階階 

岡山駅から徒歩８分□□ 

  
地元で働くってい

いことだらけ♪
 

各市ごとの個別会場で先輩職員・採用担当者になんでも聞けるフリートークを時間内に４回実施！ 

やりがい・給料・休暇のホントのところなど、Web では伝えきれない仕事の魅力を肌で感じてください‼ 

  

入入退退場場自自由由だだかからら  
途途中中参参加加ももOOKKでで  ⏲⏲

⏲⏲
高高タタイイパパ
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のの
花花
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平櫛田中《鏡獅子(部分)》1958 年 東京国立近代美術館蔵 撮影 坂本写真研究所
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特別会計
国民健康保険など、特定の収入により特定の
事業を行うための会計です。

総額 106億 1310万円
（前年度比 1.7％増）

会計 予算額
国民健康保険特別会計（事業） 36億 3439万円
へき地診療所特別会計 1721万円
後期高齢者医療特別会計 ６億7218万円
介護保険特別会計（事業） 52億 6304万円
介護保険特別会計（サービス） 5610万円
養護老人ホーム特別会計 ２億8158万円
特別養護老人ホーム特別会計 ３億247万円
畑地かんがい事業特別会計 2311万円
地域開発事業特別会計 ３億4835万円
巨瀬財産区特別会計 606万円
宇治財産区特別会計 724万円
有漢財産区特別会計 137万円

一般会計 福祉や道路、教育、消防など、市の基
本的な収入と支出を管理する会計です。

総額 279億 8000万円（前年度比 0.9％減）
　　
令
和
６
年
度
は
、
新
市
発
足

令
和
６
年
度
は
、
新
市
発
足
2020
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
本
市
の
さ
ら
な

周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
本
市
の
さ
ら
な

る
発
展
と
魅
力
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、「
人
口
減
少
対
策
」
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
重

る
発
展
と
魅
力
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、「
人
口
減
少
対
策
」
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
重

点
項
目
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

点
項
目
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

運
動
等
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
社
会
の
実
現
に
向
け
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
よ
り

運
動
等
の
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
社
会
の
実
現
に
向
け
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
高
梁
市
総
合
計
画
」で
掲
げ
る
都
市
像「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
高
梁
市
総
合
計
画
」で
掲
げ
る
都
市
像「
健
幸
都
市
た
か
は
し
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
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令
和
６
年
度  

当
初
予
算
の
概
要

令和６年度 当初予算の概要

〜
「
健け

ん
幸こ

う
都
市
た
か
は
し
」
を
実
現
す
る
予
算
〜

公営企業会計 病院や水道など、独立採算により
特定の事業を行うための会計です。

総額 73億 9901万円（前年度比 11.5％増）
会計 予算額

国民健康保険成羽病院事業会計 28億 831万円
水道事業特別会計 19億 3930万円
下水道事業特別会計 26億 5140万円

歳入歳入

自自主主
財財源源

依依
存存
財財
源源 75.775.7％％

24.324.3
％％

市税市税　13.2％　13.2％
37億 285万円37億 285万円

繰入金繰入金  6.5％  6.5％
18億 2614万円18億 2614万円

その他自主財源その他自主財源  4.6％4.6％    
12 億 7870万円12億 7870万円

地方交付税地方交付税 36.1％ 36.1％
101億円101億円

市債市債 18.3％ 18.3％
51億 2792万円51億 2792万円

国庫支出金国庫支出金    11.5％ 11.5％ 
32 億 935万円32億 935万円

県支出金県支出金  4.7％  4.7％
13億 2163万円13億 2163万円

その他依存財源その他依存財源 5.1％5.1％
 14 億 1341万円 14 億 1341万円

歳出歳出
公債費公債費  13.0％  13.0％
36億 4417万円36億 4417万円

物件費物件費  13.2％  13.2％
37億 85万円37億 85万円

維持補修費維持補修費   0.5％ 0.5％
1億 2679万円1億 2679万円

普通建設事業費普通建設事業費 24.4％ 24.4％
68億 1726万円68億 1726万円

繰出金繰出金  6.8％  6.8％
18億 8696万円18億 8696万円

補助費等補助費等  13.8％  13.8％
38億 6457万円38億 6457万円

その他その他  0.2％0.2％
6887万円6887万円

積立金積立金  0.6％  0.6％
１億 7523万円１億 7523万円

災害復旧費災害復旧費  2.0％2.0％
５億 6608万円５億 6608万円

人件費人件費  16.9％  16.9％
47億 3154万円47億 3154万円

義務的経費義務的経費
38.5％38.5％

投資的経費投資的経費
26.4％26.4％

消費的経費消費的経費
27.5％27.5％

その他経費その他経費
7.6％7.6％

扶助費 扶助費  8.6％ 8.6％
23億 9768万円23億 9768万円
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令和６年度 当初予算の概要

③「防災力の向上」に向けた取り組み③「防災力の向上」に向けた取り組み
○災害対策事業　1249万円○災害対策事業　1249万円
　災害の発生を予防し、災害の拡大を防止するため、災害用備蓄の整備、また、自主防災組織の結成促進などを　災害の発生を予防し、災害の拡大を防止するため、災害用備蓄の整備、また、自主防災組織の結成促進などを
　進めます。　進めます。
○緊急自然災害防止、緊急○緊急自然災害防止、緊急浚浚

しゅんせつしゅんせつ
渫渫推進事業　４億 4730万円推進事業　４億 4730万円

　災害の発生予防、拡大防止を図るため、緊急的に道路、河川の防災対策を実施します。　災害の発生予防、拡大防止を図るため、緊急的に道路、河川の防災対策を実施します。
○内水排除施設整備事業　１億 2000万円○内水排除施設整備事業　１億 2000万円
　平成 30年 7月豪雨災害で浸水被害の発生した成羽町成羽の再度災害防止のため、浸水対策として内水排除施　平成 30年 7月豪雨災害で浸水被害の発生した成羽町成羽の再度災害防止のため、浸水対策として内水排除施
　設を整備します。　設を整備します。
○広瀬地区避難施設整備事業　 １億 7577万円○広瀬地区避難施設整備事業　 １億 7577万円
　平成 30年 7月豪雨により大規模な浸水被害を受けた広瀬地区で、今後は避難困難者を発生させないために、　平成 30年 7月豪雨により大規模な浸水被害を受けた広瀬地区で、今後は避難困難者を発生させないために、
　地区中心部に位置する備中広瀬駅との合築により緊急避難施設を整備します。　地区中心部に位置する備中広瀬駅との合築により緊急避難施設を整備します。
○下水道施設浸水対策事業　10億 2500万円○下水道施設浸水対策事業　10億 2500万円
　 大雨時の内水による浸水・冠水を防ぐための落合雨水ポンプ場の整備工事等を　 大雨時の内水による浸水・冠水を防ぐための落合雨水ポンプ場の整備工事等を
行います。行います。

○新消防庁舎施設整備事業　12億 9937万円○新消防庁舎施設整備事業　12億 9937万円
　現消防庁舎は昭和 46年建築であり非常に老朽化しています。このため、防災　現消防庁舎は昭和 46年建築であり非常に老朽化しています。このため、防災
　拠点としての施設を充実させ、また災害時に迅速に対応できるよう新消防庁舎　拠点としての施設を充実させ、また災害時に迅速に対応できるよう新消防庁舎
　の建設を進めます。　の建設を進めます。

⑤「地球温暖化対策」に向けた取り組み⑤「地球温暖化対策」に向けた取り組み
○脱炭素社会推進事業　 150 万円○脱炭素社会推進事業　 150 万円
　　脱炭素社会の実現に向け、電気自動車の購入に対し補助金を交付します。脱炭素社会の実現に向け、電気自動車の購入に対し補助金を交付します。
○木質バイオマス安定供給支援事業　 1600 万円○木質バイオマス安定供給支援事業　 1600 万円
　地球温暖化対策が重要となる中、カーボンニュートラルの性質を持つ木質バイオマス発電所への燃料となる木　地球温暖化対策が重要となる中、カーボンニュートラルの性質を持つ木質バイオマス発電所への燃料となる木
　材の集積支援を行います。　材の集積支援を行います。
○公共施設等ＬＥＤ化事業　 1850 万円○公共施設等ＬＥＤ化事業　 1850 万円
　　市道、学校施設、文化施設およびラ・フォーレ吹屋において照明設備のＬＥＤ化市道、学校施設、文化施設およびラ・フォーレ吹屋において照明設備のＬＥＤ化
　に取り組みます。　に取り組みます。

④「未来革新技術の活用」に向けた取り組み④「未来革新技術の活用」に向けた取り組み
○ＤＸ推進事業　1436万円○ＤＸ推進事業　1436万円
　外部デジタル人材の活用によりＤＸ推進体制を強化し、各種行政手続きのオンライン化などＤＸを進めます。　外部デジタル人材の活用によりＤＸ推進体制を強化し、各種行政手続きのオンライン化などＤＸを進めます。
　また、赤外線ドローンを導入し消防活動や農業支援等への活用を推進するほか、　また、赤外線ドローンを導入し消防活動や農業支援等への活用を推進するほか、
　生成ＡＩを使った行政事務の効率化を進めます。　生成ＡＩを使った行政事務の効率化を進めます。
○マイナンバーカード普及促進事業　1077万円○マイナンバーカード普及促進事業　1077万円
　マイナンバーカードの普及促進のため、商業施設や個人宅への出張申請等に　マイナンバーカードの普及促進のため、商業施設や個人宅への出張申請等に
　よる交付率向上に向けた取り組みを行います。　よる交付率向上に向けた取り組みを行います。
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①「人口減少対策」に向けた取り組み①「人口減少対策」に向けた取り組み
○子育て応援パッケージ支援プロジェクト 785万円○子育て応援パッケージ支援プロジェクト 785万円
　経済的負担の大きい多子世帯への支援として、妊娠期からの切れ目ない経済的支援を実施します。　経済的負担の大きい多子世帯への支援として、妊娠期からの切れ目ない経済的支援を実施します。
○ふるさと回帰同窓会開催助成事業　100万円○ふるさと回帰同窓会開催助成事業　100万円
　同窓会を開催するとき、高梁市やふるさと納税のＰＲの場を設けた団体に対して補助金を交付します。　同窓会を開催するとき、高梁市やふるさと納税のＰＲの場を設けた団体に対して補助金を交付します。
○特定業種出店支援事業　 300 万円○特定業種出店支援事業　 300 万円
　　こどもまんなか（ベビーファースト運動）等を推進するため、ベビー関連店舗等を都市機能誘導区域内等へ出店するこどもまんなか（ベビーファースト運動）等を推進するため、ベビー関連店舗等を都市機能誘導区域内等へ出店する
　市外事業者に対して補助金を交付します。　市外事業者に対して補助金を交付します。
○新規就農総合対策事業　4380万円○新規就農総合対策事業　4380万円
　農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、就農奨励金の拡充部分、就農前の研修を後押しする資金お　農業への人材の一層の呼び込みと定着を図るため、就農奨励金の拡充部分、就農前の研修を後押しする資金お
　よび就農直後の経営確立を支援する資金を交付します。　よび就農直後の経営確立を支援する資金を交付します。
○出身者等受入支援事業　 200 万円○出身者等受入支援事業　 200 万円
　　町内会活動の維持・支援を進めるため、町内会が行う環境美化活動や伝統文化継承町内会活動の維持・支援を進めるため、町内会が行う環境美化活動や伝統文化継承
　等活動に市外在住者を受け入れることに対して奨励金を交付します。　等活動に市外在住者を受け入れることに対して奨励金を交付します。
○保育園留学事業　 352 万円○保育園留学事業　 352 万円　　
　都市圏などの未就学児童等のいる家庭が、２週間程度市内の保育園等へ子どもを　都市圏などの未就学児童等のいる家庭が、２週間程度市内の保育園等へ子どもを
　通わせ、自然にふれあいながら過ごせる「暮らし体験型保育・教育サービス」を　通わせ、自然にふれあいながら過ごせる「暮らし体験型保育・教育サービス」を
　行います。　行います。

「「健健
けんけん
幸幸
こうこう
都市たかはし」の実現に向けた予算都市たかはし」の実現に向けた予算

令和６年度の主な事業を５つの重点項目に分けて紹介します。令和６年度の主な事業を５つの重点項目に分けて紹介します。

②「子育て支援対策」に向けた取り組み②「子育て支援対策」に向けた取り組み
○多子世帯子育て応援金支給事業　405万円○多子世帯子育て応援金支給事業　405万円
　　多子世帯への経済的支援のため、小学校・中学校へ入学する第 3子以降の子どもへ応多子世帯への経済的支援のため、小学校・中学校へ入学する第 3子以降の子どもへ応
　援金を支給します。　援金を支給します。
○出産・子育て応援事業（おむつ等支援事業）　785万円○出産・子育て応援事業（おむつ等支援事業）　785万円
　保護者と保育士の負担の軽減を図るため、園で使用する紙おむつとおしりふきを無償提供します。また、１・　保護者と保育士の負担の軽減を図るため、園で使用する紙おむつとおしりふきを無償提供します。また、１・
　２歳の未就園児に対し、おむつ代相当額を支援します。　２歳の未就園児に対し、おむつ代相当額を支援します。
○予防接種事業　233万円○予防接種事業　233万円
　新たに中学生のインフルエンザ予防接種に対して費用を助成するほか、第 3子以降を対象に 1歳から 18歳ま　新たに中学生のインフルエンザ予防接種に対して費用を助成するほか、第 3子以降を対象に 1歳から 18歳ま
　でのインフルエンザ予防接種費用の全額を助成します。　でのインフルエンザ予防接種費用の全額を助成します。
○母子保健デジタル化事業　1996万円○母子保健デジタル化事業　1996万円
　母子健康診査や予防接種の予診、問診等をデジタル化することで、受診時間の短縮やデータ連携の迅速化等に　母子健康診査や予防接種の予診、問診等をデジタル化することで、受診時間の短縮やデータ連携の迅速化等に
より業務の効率化を図ります。より業務の効率化を図ります。
○ワーク・ライフ・バランス推進事業　79万円○ワーク・ライフ・バランス推進事業　79万円
　雇用する従業員の子育ておよび地域における子育てを応援する企業等を登録し、　雇用する従業員の子育ておよび地域における子育てを応援する企業等を登録し、
　企業等の子育て支援を促進するとともに、安心して子どもを産み育てる環境を整　企業等の子育て支援を促進するとともに、安心して子どもを産み育てる環境を整
備します。備します。
○高梁認定こども園（仮称）施設整備事業　17億 2800万円○高梁認定こども園（仮称）施設整備事業　17億 2800万円
　高梁市街地に認定こども園の整備を行います。　高梁市街地に認定こども園の整備を行います。
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令和６年度 当初予算の概要

③「防災力の向上」に向けた取り組み③「防災力の向上」に向けた取り組み
○災害対策事業　1249万円○災害対策事業　1249万円
　災害の発生を予防し、災害の拡大を防止するため、災害用備蓄の整備、また、自主防災組織の結成促進などを　災害の発生を予防し、災害の拡大を防止するため、災害用備蓄の整備、また、自主防災組織の結成促進などを
　進めます。　進めます。
○緊急自然災害防止、緊急○緊急自然災害防止、緊急浚浚

しゅんせつしゅんせつ
渫渫推進事業　４億 4730万円推進事業　４億 4730万円

　災害の発生予防、拡大防止を図るため、緊急的に道路、河川の防災対策を実施します。　災害の発生予防、拡大防止を図るため、緊急的に道路、河川の防災対策を実施します。
○内水排除施設整備事業　１億 2000万円○内水排除施設整備事業　１億 2000万円
　平成 30年 7月豪雨災害で浸水被害の発生した成羽町成羽の再度災害防止のため、浸水対策として内水排除施　平成 30年 7月豪雨災害で浸水被害の発生した成羽町成羽の再度災害防止のため、浸水対策として内水排除施
　設を整備します。　設を整備します。
○広瀬地区避難施設整備事業　 １億 7577万円○広瀬地区避難施設整備事業　 １億 7577万円
　平成 30年 7月豪雨により大規模な浸水被害を受けた広瀬地区で、今後は避難困難者を発生させないために、　平成 30年 7月豪雨により大規模な浸水被害を受けた広瀬地区で、今後は避難困難者を発生させないために、
　地区中心部に位置する備中広瀬駅との合築により緊急避難施設を整備します。　地区中心部に位置する備中広瀬駅との合築により緊急避難施設を整備します。
○下水道施設浸水対策事業　10億 2500万円○下水道施設浸水対策事業　10億 2500万円
　 大雨時の内水による浸水・冠水を防ぐための落合雨水ポンプ場の整備工事等を　 大雨時の内水による浸水・冠水を防ぐための落合雨水ポンプ場の整備工事等を
行います。行います。

○新消防庁舎施設整備事業　12億 9937万円○新消防庁舎施設整備事業　12億 9937万円
　現消防庁舎は昭和 46年建築であり非常に老朽化しています。このため、防災　現消防庁舎は昭和 46年建築であり非常に老朽化しています。このため、防災
　拠点としての施設を充実させ、また災害時に迅速に対応できるよう新消防庁舎　拠点としての施設を充実させ、また災害時に迅速に対応できるよう新消防庁舎
　の建設を進めます。　の建設を進めます。

⑤「地球温暖化対策」に向けた取り組み⑤「地球温暖化対策」に向けた取り組み
○脱炭素社会推進事業　 150 万円○脱炭素社会推進事業　 150 万円
　　脱炭素社会の実現に向け、電気自動車の購入に対し補助金を交付します。脱炭素社会の実現に向け、電気自動車の購入に対し補助金を交付します。
○木質バイオマス安定供給支援事業　 1600 万円○木質バイオマス安定供給支援事業　 1600 万円
　地球温暖化対策が重要となる中、カーボンニュートラルの性質を持つ木質バイオマス発電所への燃料となる木　地球温暖化対策が重要となる中、カーボンニュートラルの性質を持つ木質バイオマス発電所への燃料となる木
　材の集積支援を行います。　材の集積支援を行います。
○公共施設等ＬＥＤ化事業　 1850 万円○公共施設等ＬＥＤ化事業　 1850 万円
　　市道、学校施設、文化施設およびラ・フォーレ吹屋において照明設備のＬＥＤ化市道、学校施設、文化施設およびラ・フォーレ吹屋において照明設備のＬＥＤ化
　に取り組みます。　に取り組みます。

④「未来革新技術の活用」に向けた取り組み④「未来革新技術の活用」に向けた取り組み
○ＤＸ推進事業　1436万円○ＤＸ推進事業　1436万円
　外部デジタル人材の活用によりＤＸ推進体制を強化し、各種行政手続きのオンライン化などＤＸを進めます。　外部デジタル人材の活用によりＤＸ推進体制を強化し、各種行政手続きのオンライン化などＤＸを進めます。
　また、赤外線ドローンを導入し消防活動や農業支援等への活用を推進するほか、　また、赤外線ドローンを導入し消防活動や農業支援等への活用を推進するほか、
　生成ＡＩを使った行政事務の効率化を進めます。　生成ＡＩを使った行政事務の効率化を進めます。
○マイナンバーカード普及促進事業　1077万円○マイナンバーカード普及促進事業　1077万円
　マイナンバーカードの普及促進のため、商業施設や個人宅への出張申請等に　マイナンバーカードの普及促進のため、商業施設や個人宅への出張申請等に
　よる交付率向上に向けた取り組みを行います。　よる交付率向上に向けた取り組みを行います。
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（川上小学校６年）（川上小学校６年）

３月15日締結「災害時特設公衆電話の設置・利用に関する協定」

　高梁市と西日本電信電話株式会社（NTT西日本）岡山支店は、特設
公衆電話の設置・利用に関する協定を締結しました。
　この協定は、市内の指定避難所 18ヵ所に電気通信回線と電話機と
を事前に設置し、広域停電発生などの災害時にそれらを接続するこ
とで避難者や帰宅困難者などが無償で通話を行うことを可能とする
ものです。
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夫婦岩　市の天然記念物に指定
３月12日　教育委員会

　３月に開催した教育委員会で、「夫婦岩」を市の天然記念物に指定しました。
　夫婦岩は、成羽町布寄に所在する巨岩で、夫岩（高さ約12ｍ）と妻岩（高さ約16ｍ）
の２石から構成されています。約２億 5000万年前にできた石灰岩が、長年の風化や
水により縦方向に浸食されたことによってできています。専門家から「石灰岩の風化
と浸食による自然の貴重な造形物で、石灰岩地形や吉備高原の地史を考察する上で学
術的史料的価値が高い」と評価を受けました。
　地元では「高梁夫婦岩の会」の方々が、環境整備や季節ごとのイベントを開催する
など、積極的な活用にも取り組まれています。
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21
‐
１
５
１
４

      佐佐
ささ
藤藤
とうとう
良良
りょうりょう
平平
へいへい
さんさん

（高梁剣道スポーツ少年団）（高梁剣道スポーツ少年団）

8令和６年（2024）４月

俳
句
俳
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芽芽めめ

ぶ
く
ぶ
く
春春は
る
は
る  

大大だ
い
だ
い
地地ちち

動動う
ご
う
ご
か
せ
か
せ  

息息い
き
い
き
を
す
る

を
す
る
　
　
　
　
大大お
お
お
お
久久くく

保保ぼぼ

裕裕ゆ
う
ゆ
う
子子ここ

さ
ん（
下
谷
町
）

さ
ん（
下
谷
町
）



功績・栄光をたたえます・まちのできごと

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
１
５
２

宮宮
みやみや
本本
もともと
龍龍
りゅうりゅう
汰汰
たた
さんさん

（成羽中学校２年）（成羽中学校２年）

川川
かわかわ
上上
かみかみ
瑠瑠
るる
生生
いい
さんさん

（高梁中学校２年）（高梁中学校２年）

三三
みみ
尾尾
おお
貫貫
かんかん
太太
たた
さんさん

（巨瀬小学校６年）（巨瀬小学校６年）

第
20
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学

生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
・
東
京
都
）

藤藤
ふじふじ
野野
のの
新新
あらあら
汰汰
たた
さんさん

（高梁北中学校２年）（高梁北中学校２年）

秋秋
あきあき
山山
やまやま
永永
とと
遠遠
わわ
さんさん

（高梁中学校１年）（高梁中学校１年）

２
０
２
４
全
国
選
抜
軟
式
少
年
野
球

兵
庫
県
大
会（
２
月
・
兵
庫
県
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝

川川
かわかわ
上上
かみかみ
歩歩
ほほ
純純
ずみずみ
さんさん

（川上中学校２年）（川上中学校２年）

第
32
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会（
硬
式

野
球
・
３
月
・
岡
山
県
）

※ 

受
賞
者
・
選
手
の
所
属
・
学
年
は
大
会
出
場
時
の
も
の
で
す
。

藤藤
ふじふじ
井井
いい
結結
ゆいゆい
斗斗
とと
さんさん

（川上小学校６年）（川上小学校６年）

３月15日締結「災害時特設公衆電話の設置・利用に関する協定」

　高梁市と西日本電信電話株式会社（NTT西日本）岡山支店は、特設
公衆電話の設置・利用に関する協定を締結しました。
　この協定は、市内の指定避難所 18ヵ所に電気通信回線と電話機と
を事前に設置し、広域停電発生などの災害時にそれらを接続するこ
とで避難者や帰宅困難者などが無償で通話を行うことを可能とする
ものです。

9 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月
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みみ  

悠悠ゆ
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ぜ
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とと  

姿姿す
が
た
み

す
が
た
み見見
せ
た
り

せ
た
り  

今今き
ょ
う

き
ょ
う日日
雉雉きき

子子じじ

親親お
や
お
や
子子ここ

　
　
　
　
大大だ
い
だ
い
福福ふ
く
ふ
く
蔦蔦つ
た
つ
た
枝枝ええ

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）



お知らせ

　
高
梁
自
然
公
園
で
高
梁
野
鳥
の
会

の
リ
ー
ダ
ー
や
自
然
史
博
物
館
の
学

芸
員
な
ど
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
野

鳥
を
は
じ
め
岩
石
や
植
物
、
昆
虫
、

動
物
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。
観
察
会

終
了
後
、
希
望
者
の
み
で
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時（
受
付
午
前
9
時
30
分
〜

午
前
10
時
）

観
察
場
所　
高
梁
自
然
公
園

集
合
場
所　
高
梁
自
然
公
園
の
駐
車

場（
高
梁
市
落
合
町
原
田
91
‐
１
）

交
通
案
内
　
J
R
伯
備
線
備
中
高

梁
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
10
分
。
自

家
用
車
利
用
の
場
合
は
施
設
の
無
料

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。
ナ

ビ
利
用
の
場
合
は
目
的
地
に
「
高
梁

自
然
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
」
を
設
定
し

て
く
だ
さ
い
。

講
師　
高
梁
野
鳥
の
会
リ
ー
ダ
ー
、

倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館
学
芸
員
ほ

か参
加
費　
無
料

持
参
品　
筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
観
察
用

具
・
採
集
用
具
、
昼
食
、
飲
料
水
、
雨

具
、
救
急
用
品
な
ど
。

定
員　
先
着
１
０
０
人

対
象　
ど
な
た
で
も（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

申
し
込
み　
４
月
26
日（
金
）午
前
10
時

30
分
〜
５
月
11
日（
土
）午
後
５
時
ま
で

備
考　

雨
天
決
行
。
た
だ
し
、
警
報

発
令
時
は
中
止
。
天
候
が
あ
や
し
い

場
合
は
当
日
午
前
８
時
以
降
に
担
当

者
携
帯
電
話（
０
９
０
‐
８
２
４
２
‐

３
８
９
６
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
熱
中
症
予
防
対
策
、
防
虫
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
倉
敷

市
立
自
然
史
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
行
事
は
高

梁
川
流
域
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
と
し

て
高
梁
市
と
倉
敷
市
が
連
携
し
て
実
施

し
ま
す
。

問
倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館

☎
０
８
６
‐
４
２
５
‐
６
０
３
７

自
然
観
察
会「
高
梁
川
流
域
自
然
た
ん
け
ん
」倉敷市立自然史博物館　　

ウェブサイト

高
梁
市
農
業
用
機
械
導
入
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　
補
助
対
象
者
が
農
業
用
機
械
を
導
入

す
る
際
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
場

合
、
補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
要
件

①
市
内
に
農
地
を
有
し
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
。

②
市
内
の
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
機

械
・
器
具
で
あ
る
。

※
導
入
す
る
機
械
・
器
具
が
農
作
業
以

外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が
高
い
も
の

や
直
接
労
働
軽
減
に
繋
が
ら
な
い
も
の

は
対
象
外
。（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業
用

倉
庫
な
ど
）

※
導
入
す
る
機
械
が
対
象
に
な
る
か
判

断
が
難
し
い
場
合
は
、
申
請
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
中
古
機
械
は
、
法
定
耐
用
年
数
が
４

年
以
上
残
っ
て
お
り
、
農
機
会
社
の
鑑

定
書
、
ま
た
は
証
明
書
を
提
出
で
き
る

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
間

通
年
。
た
だ
し
、
交
付
申
請
額
が
予
算

額
に
達
し
た
場
合
は
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

補助対象者、補助率および上限額

補助対象者 補助対象事業費
（消費税は含まない） 補助率 上限額

認定新規就農者 ５万円以上 １／２ ５０万円 /年度

認定農業者
人・農地プランの中心経営体（個人）など ５万円以上 １／３ １０万円 /年度

集落営農組織
農業関係法人

人・農地プランの中心経営体（団体）など
１０万円以上 １／２ ５０万円 /年度

※
申
請
は
機
械
の
購
入
前
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
お
考
え
の
人
は

ま
ず
は
農
林
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
３
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短
歌
短
歌  　
　
　
　
蕗蕗ふ
き
ふ
き
の
と
う

の
と
う  

おお
久久ひ
さ
ひ
さ
し
ぶ
り
と

し
ぶ
り
と  

萌萌もも

ええ
出出い
づ
い
づ
るる  

蕗蕗ふ
き
み
そ
づ
く

ふ
き
み
そ
づ
く

味
噌
造

味
噌
造
り
の
り
の  

厨厨く
り
や

く
り
やのの
香香か
お
か
お
りり　
　
　
　
那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず
子子ここ

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

成美台分譲宅地（１区画）　
高梁市成羽町成羽 2307-9

区画 面積 販売価格

5号地 172.91㎡ 2,213,248 円

下原中央団地（６区画）　　
高梁市成羽町下原 437-3 ほか

区画 面積 販売価格

 3 号地 218.71㎡ 5,161,556 円

 4 号地 218.71㎡ 5,161,556 円

 6 号地 214.49㎡ 5,061,964 円

 7 号地 214.49㎡ 5,061,964 円

８号地 214.49㎡ 5,061,964 円

10号地 214.49㎡ 5,061,964 円
売売約約済済

売売約約済済

売売約約済済

分譲宅地をお探しの人へ

　高梁市では、分譲宅地を販売しています。
　マイホームをお考えの人、高梁市に定住を希望されている人など、お早めにお申し込みください。
申込受付は随時先着順にて受け付けています。宅地の購入を検討されている人は、都市整備課住宅係
までお気軽にお電話ください。

問都市整備課☎ 21-0237

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

10令和６年（2024）４月
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れ
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れ
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お知らせ

　
高
梁
自
然
公
園
で
高
梁
野
鳥
の
会

の
リ
ー
ダ
ー
や
自
然
史
博
物
館
の
学

芸
員
な
ど
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
野

鳥
を
は
じ
め
岩
石
や
植
物
、
昆
虫
、

動
物
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。
観
察
会

終
了
後
、
希
望
者
の
み
で
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時（
受
付
午
前
9
時
30
分
〜

午
前
10
時
）

観
察
場
所　
高
梁
自
然
公
園

集
合
場
所　
高
梁
自
然
公
園
の
駐
車

場（
高
梁
市
落
合
町
原
田
91
‐
１
）

交
通
案
内
　
J
R
伯
備
線
備
中
高

梁
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
10
分
。
自

家
用
車
利
用
の
場
合
は
施
設
の
無
料

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。
ナ

ビ
利
用
の
場
合
は
目
的
地
に
「
高
梁

自
然
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
」
を
設
定
し

て
く
だ
さ
い
。

講
師　
高
梁
野
鳥
の
会
リ
ー
ダ
ー
、

倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館
学
芸
員
ほ

か参
加
費　
無
料

持
参
品　
筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
観
察
用

具
・
採
集
用
具
、
昼
食
、
飲
料
水
、
雨

具
、
救
急
用
品
な
ど
。

定
員　
先
着
１
０
０
人

対
象　
ど
な
た
で
も（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

申
し
込
み　
４
月
26
日（
金
）午
前
10
時

30
分
〜
５
月
11
日（
土
）午
後
５
時
ま
で

備
考　

雨
天
決
行
。
た
だ
し
、
警
報

発
令
時
は
中
止
。
天
候
が
あ
や
し
い

場
合
は
当
日
午
前
８
時
以
降
に
担
当

者
携
帯
電
話（
０
９
０
‐
８
２
４
２
‐

３
８
９
６
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
熱
中
症
予
防
対
策
、
防
虫
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
倉
敷

市
立
自
然
史
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
行
事
は
高

梁
川
流
域
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
と
し

て
高
梁
市
と
倉
敷
市
が
連
携
し
て
実
施

し
ま
す
。

問
倉
敷
市
立
自
然
史
博
物
館

☎
０
８
６
‐
４
２
５
‐
６
０
３
７

自
然
観
察
会「
高
梁
川
流
域
自
然
た
ん
け
ん
」倉敷市立自然史博物館　　

ウェブサイト

高
梁
市
農
業
用
機
械
導
入
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　
補
助
対
象
者
が
農
業
用
機
械
を
導
入

す
る
際
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
場

合
、
補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
要
件

①
市
内
に
農
地
を
有
し
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
。

②
市
内
の
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
機

械
・
器
具
で
あ
る
。

※
導
入
す
る
機
械
・
器
具
が
農
作
業
以

外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が
高
い
も
の

や
直
接
労
働
軽
減
に
繋
が
ら
な
い
も
の

は
対
象
外
。（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業
用

倉
庫
な
ど
）

※
導
入
す
る
機
械
が
対
象
に
な
る
か
判

断
が
難
し
い
場
合
は
、
申
請
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
中
古
機
械
は
、
法
定
耐
用
年
数
が
４

年
以
上
残
っ
て
お
り
、
農
機
会
社
の
鑑

定
書
、
ま
た
は
証
明
書
を
提
出
で
き
る

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
間

通
年
。
た
だ
し
、
交
付
申
請
額
が
予
算

額
に
達
し
た
場
合
は
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

補助対象者、補助率および上限額

補助対象者 補助対象事業費
（消費税は含まない） 補助率 上限額

認定新規就農者 ５万円以上 １／２ ５０万円 /年度

認定農業者
人・農地プランの中心経営体（個人）など ５万円以上 １／３ １０万円 /年度

集落営農組織
農業関係法人

人・農地プランの中心経営体（団体）など
１０万円以上 １／２ ５０万円 /年度

※
申
請
は
機
械
の
購
入
前
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
お
考
え
の
人
は

ま
ず
は
農
林
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
３
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短
歌
短
歌  

　
　
　
　
蕗蕗ふ
き
ふ
き
の
と
う

の
と
う  

おお
久久ひ
さ
ひ
さ
し
ぶ
り
と

し
ぶ
り
と  

萌萌もも

ええ
出出い
づ
い
づ
るる  

蕗蕗ふ
き
み
そ
づ
く

ふ
き
み
そ
づ
く

味
噌
造

味
噌
造
り
の
り
の  

厨厨く
り
や

く
り
やのの
香香か
お
か
お
りり
　
　
　
　
那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず
子子ここ

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）



お知らせ

小
規
模
建
設
工
事
補
助
金

　
市
道
・
河
川
・
赤
線（
里
道
）・
青
線

（
水
路
）に
お
い
て
新
設
、
改
良
、
修
繕
、

ま
た
は
災
害
復
旧
工
事
を
地
区
が
施
工

す
る
場
合
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
の
対
象

①
公
益
性
が
あ
り
、
地
区
の
合
意
が
な

さ
れ
て
い
る
。

②
用
地
、
隣
接
お
よ
び
利
害
関
係
人
の

同
意
が
あ
る
。

③
傷
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
な
ど
、
安

全
施
行
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

④
災
害
復
旧
工
事
の
場
合
は
国
、
ま
た

は
県
な
ど
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
。

※
右
記
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

補
助
内
容
　
工
事
に
要
す
る
経
費
の
10

分
の
９
、
ま
た
は
80
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額

　
災
害
復
旧
工
事
の
場
合
は
、
10
分
の

９
、
ま
た
は
１
６
０
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額

そ
の
他　

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要

・
様
式
な
ど
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
て
い

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
令
和
６
年
度
の
消
費
者
月
間
の
テ
ー

マ
は
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
求
め
ら
れ
る

消
費
者
力
と
は
」
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
A
I
な
ど
の
技
術

が
急
速
に
進
展
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が

か
つ
て
な
く
速
く
な
る
中
で
、
利
便
性

が
増
す
一
方
、
リ
ス
ク
も
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
リ

ス
ク
へ
の
理
解
、
情
報
に
対
す
る
批
判

的
思
考
力
、
適
切
に
情
報
を
収
集
・
発

信
す
る
力
、
こ
れ
ら
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、「
気
づ
く
・

断
る
・
相
談
す
る
」
と
い
う
基
礎
的
な

力
も
引
き
続
き
高
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
事
業
者
な
ど
か
ら
得
た
情
報

を
使
っ
て
、
自
分
の
生
活
に
必
要
な
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
活
用

し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
な
が
ら
、
よ
り

豊
か
な
消
費
生
活
を
安
全
・
安
心
に
営

み
ま
し
ょ
う
。

○
詐
欺
の
電
話
や
勧
誘
話
に
注
意
！

○
お
金
を
払
う
と
、
も
う
取
り
戻
せ
ま

せ
ん
！

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
を
募
集

　
文
化
芸
術
の
推
進
や
歴
史
的
文
化
の

保
護
、
保
存
と
活
用
を
図
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業　

①
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保
護　

②
文
化
の
普
及
・
顕
彰　

③
文
化
の
交
流
・
研
修　

④
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収
集　

⑤
文
化
施
設
の
整
備　

⑥
歴
史
的
重
要
施
設
の
整
備　

⑦
地
域
の
活
性
化
促
進
を
図
る
た
め
の
施

設
整
備
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の　

①
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業　

②
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
営
利
団
体
な

ど
の
活
動
お
よ
び
宣
伝
を
目
的
と
す
る

事
業
な
ど

助
成
額　
事
業
経
費
の
２
分
の
１
以
下

申
し
込
み　
５
月
31
日（
金
）ま
で

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
事
業
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎
21
‐
１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所
☎
45
‐
４
５
１
０

の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
高
梁
公
民
館
で
は
、
０
〜
４
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児

学
級
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ト
ミ
ッ

ク
・
親
子
体
操
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
活
動
を
年
間
10
回
程
度
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
梁
公
民
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
公
民
館
☎
21
‐
０
１
８
０
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短
歌
短
歌  

　
　
頂
い
た

　
　
頂
い
た  

煎
餅
「
半
月
」

煎
餅
「
半
月
」    

美美おお

味味いい

し
く
て

し
く
て  

ぽ
り
ぽ
り
食
べ
て

ぽ
り
ぽ
り
食
べ
て  

や
が
て
新
月

や
が
て
新
月
　
　
　
　
桝桝ま
す
ま
す
上上が
み
が
み
秀秀ひ
で
ひ
で
雄雄おお

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

町
内
会
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
市
は
、
町
内
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

令和６年度に町内会で活用できる事業一覧
事業 内容 担当課

行政協力報奨金 町内会を通じた行政協力役務などに対する報奨金

①

防犯カメラ設置事業補助金 地域の防犯目的のために設置する防犯カメラに対
する補助金

地域集会所整備費補助金 地域の自主的なまちづくりを推進する拠点となる
集会所の整備に対する補助金

【新規】
防犯灯設置費補助金

暗くて通行に支障がある、または防犯上不安のあ
る生活道路に町内会などが防犯灯を設置する取り
組みに対する補助金（申請には条件があります。）

【新規】
高梁市出身者等受入事業奨励金

町内会が環境美化活動や伝統文化継承などのため
に取り組む事業に市外在住の高梁市出身者などを
受け入れ、協働で実施する事業を支援

ごみ減量化協力団体報奨金 資源回収を実施した団体に対する報奨金 ②ごみ等収集施設設置費補助金 ごみステーションの新設、修繕に対する補助金
自主防災組織活動促進事業補助金 自主防災組織の活動などに対する補助金 ③

道路維持管理作業報奨金 市道などの維持管理作業（草刈りなど）に対する報
奨金（詳しくは下表をご覧ください） ④⑤⑥

小規模建設工事補助金 市道などの新設・改良・修繕に対する補助金
（詳しくは 13ページをご覧ください） ④⑥

対象事業および対象経費 助成額

農地の災害復旧
（土砂撤去のみ）

○ 災害雨量があった地区内で、対象経費
が40万円以下
○ 補助災害採択後、復旧までに相当期間
かかる場合に営農の支障となっている部
分の応急修繕
対象経費　 車両機械のリース料、回送費、

保険料

対象経費の
90％

（上限36万円）

農業用施設（農道・
水路・頭首工・た
め池）の維持管理、
改良、災害復旧

○対象経費が40万円以下
○ ２戸以上の利用があること
　（災害復旧は１戸以上で可）
対象経費　 車両機械のリース料、回送費、

保険料、原材料費

道路維持管理作業報奨金

対象作業

町内会およびこれに準じるものとして、あらかじめ市長が指定した団体が次の作業を
行ったとき
ア．道路の路肩（概ね 1ｍ程度の幅）の雑草、雑木等の草刈り
イ．道路上のごみや転石などの除去　　ウ．側溝清掃（側溝がある場合）

支給額
・（ア）～（ウ）全てを年２回以上実施…1,500 円 /100 ｍ
・（ア）～（ウ）全てを年１回のみ実施…1,000 円 /100 ｍ
・（ア）～（ウ）全てを年２回以上、２団体以上、共同で実施 (事前に相談が必要 )…2,500
円 /100 ｍ

申請に
必要な書類

実施報告書と作業状況写真（作業終了ごとに提出）を建設課、農林課、西部土
木事務所、各地域局へ提出。報告書は提出先に備えているほか、市ウェブサ
イトからもダウンロードできます。

小
規
模
土
地
改
良
工
事
助
成

　

農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設（
農
道
・

水
路
・
頭と
う

首し
ゅ

工こ
う
・
た
め
池
）の
小
規
模

な
災
害
復
旧
工
事
な
ど
に
対
し
、
助
成

金
や
材
料
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

※
着
工
前
に
申
請
書
と
添
付
書
類（
見

積
書
な
ど
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
２

　
西
部
土
木
事
務
所
☎
45
‐
４
５
１
０

問①市民課☎ 21‐ 0254　　　　　　④建設課☎ 21‐ 1204
　②環境課☎ 21‐ 0259　　　　　　⑤農林課☎ 21‐ 0222
　③防災復興推進課☎ 21‐ 0246　　⑥西部土木事務所☎ 45‐ 4510

12令和６年（2024）４月

短
歌
短
歌  

　
　
菜
種
梅
雨

　
　
菜
種
梅
雨  

晴
間
に

晴
間
に
清清す
が
す
が
しし  

木木ぼぼ

瓜瓜けけ

の
花
の
花  

似
合
わ
ぬ
名
前

似
合
わ
ぬ
名
前  

誰
ぞ
付
け
し
か

誰
ぞ
付
け
し
か
　
　
　
　
一一ひ
と
ひ
ら

ひ
と
ひ
ら片片
遊遊ゆ
う
ゆ
う
子子しし

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）



お知らせ

小
規
模
建
設
工
事
補
助
金

　
市
道
・
河
川
・
赤
線（
里
道
）・
青
線

（
水
路
）に
お
い
て
新
設
、
改
良
、
修
繕
、

ま
た
は
災
害
復
旧
工
事
を
地
区
が
施
工

す
る
場
合
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
の
対
象

①
公
益
性
が
あ
り
、
地
区
の
合
意
が
な

さ
れ
て
い
る
。

②
用
地
、
隣
接
お
よ
び
利
害
関
係
人
の

同
意
が
あ
る
。

③
傷
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
な
ど
、
安

全
施
行
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

④
災
害
復
旧
工
事
の
場
合
は
国
、
ま
た

は
県
な
ど
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
。

※
右
記
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

補
助
内
容
　
工
事
に
要
す
る
経
費
の
10

分
の
９
、
ま
た
は
80
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額

　
災
害
復
旧
工
事
の
場
合
は
、
10
分
の

９
、
ま
た
は
１
６
０
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額

そ
の
他　

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要

・
様
式
な
ど
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
て
い

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
令
和
６
年
度
の
消
費
者
月
間
の
テ
ー

マ
は
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
求
め
ら
れ
る

消
費
者
力
と
は
」
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
A
I
な
ど
の
技
術

が
急
速
に
進
展
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が

か
つ
て
な
く
速
く
な
る
中
で
、
利
便
性

が
増
す
一
方
、
リ
ス
ク
も
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
リ

ス
ク
へ
の
理
解
、
情
報
に
対
す
る
批
判

的
思
考
力
、
適
切
に
情
報
を
収
集
・
発

信
す
る
力
、
こ
れ
ら
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、「
気
づ
く
・

断
る
・
相
談
す
る
」
と
い
う
基
礎
的
な

力
も
引
き
続
き
高
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
事
業
者
な
ど
か
ら
得
た
情
報

を
使
っ
て
、
自
分
の
生
活
に
必
要
な
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
活
用

し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
な
が
ら
、
よ
り

豊
か
な
消
費
生
活
を
安
全
・
安
心
に
営

み
ま
し
ょ
う
。

○
詐
欺
の
電
話
や
勧
誘
話
に
注
意
！

○
お
金
を
払
う
と
、
も
う
取
り
戻
せ
ま

せ
ん
！

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
を
募
集

　
文
化
芸
術
の
推
進
や
歴
史
的
文
化
の

保
護
、
保
存
と
活
用
を
図
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業　

①
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保
護　

②
文
化
の
普
及
・
顕
彰　

③
文
化
の
交
流
・
研
修　

④
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収
集　

⑤
文
化
施
設
の
整
備　

⑥
歴
史
的
重
要
施
設
の
整
備　

⑦
地
域
の
活
性
化
促
進
を
図
る
た
め
の
施

設
整
備
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の　

①
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業　

②
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
営
利
団
体
な

ど
の
活
動
お
よ
び
宣
伝
を
目
的
と
す
る

事
業
な
ど

助
成
額　
事
業
経
費
の
２
分
の
１
以
下

申
し
込
み　
５
月
31
日（
金
）ま
で

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
事
業
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎
21
‐
１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所
☎
45
‐
４
５
１
０

の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
高
梁
公
民
館
で
は
、
０
〜
４
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
乳
幼
児

学
級
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ト
ミ
ッ

ク
・
親
子
体
操
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
活
動
を
年
間
10
回
程
度
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
梁
公
民
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
公
民
館
☎
21
‐
０
１
８
０
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短
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頂
い
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頂
い
た  

煎
餅
「
半
月
」

煎
餅
「
半
月
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美美おお

味味いい

し
く
て

し
く
て  

ぽ
り
ぽ
り
食
べ
て

ぽ
り
ぽ
り
食
べ
て  

や
が
て
新
月

や
が
て
新
月
　
　
　
　
桝桝ま
す
ま
す
上上が
み
が
み
秀秀ひ
で
ひ
で
雄雄おお

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

さ
ん（
備
中
町
西
山
）



お知らせ

※子育て世帯とは、中学3年生までの子どもを養育している世帯のことをいいます。

住まいに関する各種助成について 問住もうよ高梁推進課☎ 21-0282

事業区分 対象者 対象事項 助成額

住宅を
新築する場合全ての世帯

用地取得　購入代金が 200 万円以
上の住宅用地の購入（取得から３年
以内に建築が条件）

購入代金の 10分の１
（上限 100万円）

住宅新築　台所、風呂および便所を
有する延床面積 70㎡以上の住宅の
新築（共同住宅を除く）

市内業者施工 50万円
市外業者施工 25万円
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）
・転入者 1 人につき 10 万円（上限
50万円）
・居住誘導区域 10万円

住宅を
購入する場合全ての世帯

購入代金が 200 万円以上の中古住
宅、または建売住宅の購入

購入代金の10分の１(上限50万円)
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）
・転入者 1 人につき 10 万円（上限
50万円）
・居住誘導区域 10万円

県外から転入
する場合

県外から転入する子育
て世帯

① 転入日前１年間において市内に住
所を有しておらず、転勤・出向な
ど職務上の理由による転入ではな
いこと
② 対象経費（引っ越し費用や仲介手数
料など）が 10万円以上であること

対象経費の３分の２
（上限 10万円）

空き家情報バ
ンク物件を購
入した場合

高梁市空き家情報バン
ク利用登録者

空き家情報バンク登録物件の購入に
対する助成

購入費の 10分の 1
（上限 50万円）
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）

空き家情報バ
ンク物件の
活用（家財整
理・改修した
場合）

高梁市空き家情報バン
クに登録された空き家
所有者、または空き家
情報バンク利用登録者

家財処分　空き家の家財道具の搬出
処分および清掃に対する助成（10万
円以上）
改修　空き家の居住部分の修繕工事
や改修工事の助成（30万円以上）

家財処分　補助率３分の２（上限20万円）
※市内業者に委託する場合に限る

改修　補助率３分の１（上限 70万円）
※市内業者に委託する場合に限る
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）

結婚した場合

令和６年１月１日～令
和７年３月 31 日まで
の間に婚姻届が受理さ
れた新婚世帯で、夫
婦 と も に 39 歳 以 下
で、前年度の世帯所得
が 500 万円未満の世帯　
など

① 新居への引っ越し費用（業者へ支
払った費用）
② 賃貸住宅の家賃など（礼金、不動
産仲介手数料、家賃６カ月分）
③新居の改修費用
④新居の取得費用

①～④の費用合計で
・ 夫婦とも 29 歳以下…上限 60 万
円
 ・ 夫婦とも 39 歳以下…上限 30 万
円

15 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月

短
歌
短
歌  

　
　
　
　
水水み
ず
み
ず
不不ぶぶ

足足そ
く
そ
く  

云云いい

わ
れ
て

わ
れ
て
居居いい

た
が
た
が  

雨雨あ
め
あ
め
がが
降降ふふ

りり  

彼彼ああ

のの
田田たた

もも  

此此ここ

のの
田田たた

もも  

満満ま
ん
す
い

ま
ん
す
い水水
と
な
る

と
な
る  

　
　
　
　
宮宮み
や
み
や
本本も
と
も
と
芳芳ほ
う
ほ
う
苗苗べ
ょ
う

べ
ょ
うさ
ん（
川
上
町
七
地
）

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

高
梁
市
青
少
年
健
全
育
成
基

金
助
成
金
交
付
事
業

　
市
で
は
、
全
国
規
模
の
大
会
、
コ
ン

ク
ー
ル
、
発
表
会
、
競
技
会
な
ど
の
参

加
費
用
に
つ
い
て
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
人
・
団
体

個
人
　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど

も
園
、
小
・
中
学
校
、
ま
た
は
高
校
に

在
籍
す
る
18
歳
以
下
の
人　
②
市
内
に

住
所
を
有
し
、
青
少
年
を
指
導
す
る
人

団
体
　
市
内
に
所
在
し
、
青
少
年
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
行
う
団
体
や
学
校
園

※
申
請
方
法
や
助
成
額
な
ど
詳
し
く
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
４

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
４
２
５

令和６年度の令和６年度の国民年金保険料国民年金保険料は…は…月額16,980円月額16,980円ですです

納付方法納付方法
は５通りは５通り

国民年金保険料の支払いは「前納」がお得！ 例えば国民年金保険料の支払いは「前納」がお得！ 例えば
１年分を納付書（現金）で一括前納すると年間納付額は3,620円の割り引き！１年分を納付書（現金）で一括前納すると年間納付額は3,620円の割り引き！

※納付が困難なときは保険料免除制度があります。※納付が困難なときは保険料免除制度があります。
　高梁年金事務所、市民課、または各地域局へお問い合わせください。　高梁年金事務所、市民課、または各地域局へお問い合わせください。
問日本年金機構高梁年金事務所☎ 21-0570（音声案内に沿って②→②の順に番号を押してください）日本年金機構高梁年金事務所☎ 21-0570（音声案内に沿って②→②の順に番号を押してください）

① 納付書（現金）で納付
銀行・農協・コンビニなどで

② クレジットカードで納付
高梁年金事務所で手続きを

④ インターネット納付
ペイジー（Pay-easy）を使ってスマホで納付

⑤ 決済アプリで納付
納付書のバーコードを決済アプリ（PayPay など）で読み込んで納付

③ 口座振替で納付
金融機関の口座から自動引き落とし

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

   5 /8  6/7水 金

ドリームジャンボ
ドリームジャンボミニ

TEL 086-226-7254

５

ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
に
激
励

金
を
交
付
し
ま
す

　
県
予
選
、
中
国
大
会
等
地
区
予
選
お

よ
び
国
内
大
会
予
選
を
経
て
、
ま
た
は

選
考
会
を
経
て
全
国
大
会
な
ど
に
出
場

し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
個
人
・
団

体
へ
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
市
内
在
住
者

②
市
内
の
学
校
や
企
業
な
ど
の
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場
す
る
団
体

③
市
内
に
在
住
し
、
市
内
外
の
学
校
、

団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
る
人

④
市
内
に
在
住
し
、
国
民
体
育
大
会
の

要
項
に
記
載
さ
れ
る
監
督
お
よ
び
コ
ー

チ⑤
そ
の
他
市
長
が
特
別
に
対
象
と
み
な

す
人

※
激
励
金
は
大
会
開
催
前
の
申
請
と
な

り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
１
５
２
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春春は
る
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な
の
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か
す
か
に

か
す
か
に
鳴鳴なな

き
し
き
し  

鶯鶯う
ぐ
い
す

う
ぐ
い
すよよ

　
　
　
　
平平ひ
ら
ひ
ら
松松ま
つ
ま
つ
明明あ
き
あ
き
子子ここ

さ
ん（
上
谷
町
）

さ
ん（
上
谷
町
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お知らせ

※子育て世帯とは、中学3年生までの子どもを養育している世帯のことをいいます。

住まいに関する各種助成について 問住もうよ高梁推進課☎ 21-0282

事業区分 対象者 対象事項 助成額

住宅を
新築する場合全ての世帯

用地取得　購入代金が 200 万円以
上の住宅用地の購入（取得から３年
以内に建築が条件）

購入代金の 10分の１
（上限 100万円）

住宅新築　台所、風呂および便所を
有する延床面積 70㎡以上の住宅の
新築（共同住宅を除く）

市内業者施工 50万円
市外業者施工 25万円
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）
・転入者 1 人につき 10 万円（上限
50万円）
・居住誘導区域 10万円

住宅を
購入する場合全ての世帯

購入代金が 200 万円以上の中古住
宅、または建売住宅の購入

購入代金の10分の１(上限50万円)
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）
・転入者 1 人につき 10 万円（上限
50万円）
・居住誘導区域 10万円

県外から転入
する場合

県外から転入する子育
て世帯

① 転入日前１年間において市内に住
所を有しておらず、転勤・出向な
ど職務上の理由による転入ではな
いこと
② 対象経費（引っ越し費用や仲介手数
料など）が 10万円以上であること

対象経費の３分の２
（上限 10万円）

空き家情報バ
ンク物件を購
入した場合

高梁市空き家情報バン
ク利用登録者

空き家情報バンク登録物件の購入に
対する助成

購入費の 10分の 1
（上限 50万円）
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）

空き家情報バ
ンク物件の
活用（家財整
理・改修した
場合）

高梁市空き家情報バン
クに登録された空き家
所有者、または空き家
情報バンク利用登録者

家財処分　空き家の家財道具の搬出
処分および清掃に対する助成（10万
円以上）
改修　空き家の居住部分の修繕工事
や改修工事の助成（30万円以上）

家財処分　補助率３分の２（上限20万円）
※市内業者に委託する場合に限る

改修　補助率３分の１（上限 70万円）
※市内業者に委託する場合に限る
※条件による加算額
・15歳以下の子ども 1人につき 10
万円（上限 30万円）

結婚した場合

令和６年１月１日～令
和７年３月 31 日まで
の間に婚姻届が受理さ
れた新婚世帯で、夫
婦 と も に 39 歳 以 下
で、前年度の世帯所得
が 500 万円未満の世帯　
など

① 新居への引っ越し費用（業者へ支
払った費用）
② 賃貸住宅の家賃など（礼金、不動
産仲介手数料、家賃６カ月分）
③新居の改修費用
④新居の取得費用

①～④の費用合計で
・ 夫婦とも 29 歳以下…上限 60 万
円
 ・ 夫婦とも 39 歳以下…上限 30 万
円

15 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月
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お知らせ

高
梁
市
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
試
行
実
施
に
つ
い
て

　
市
は
、
国
に
お
い
て
創
設
さ
れ
る
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度（
仮
称
）を
試
行

的
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
未
就
園
児
を
定
期
的

に
預
か
る
こ
と
で
、
家
族
以
外
の
人
と

の
関
わ
り
の
機
会
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
を
行
う
も

の
で
、
国
の
事
業
の
本
格
実
施
を
見
据

え
試
行
的
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

利
用
申
込
案
内
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
の
乳
幼
児
　
市
内
に
居
住
す
る
1

歳
児（
令
和
4
年
4
月
2
日
〜
令
和
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）の
未
就
園
児

利
用
期
間
　
7
月
1
日（
月
）〜
令
和
7

年
3
月
21
日（
金
）ま
で

利
用
料
　
1
時
間
３
０
０
円（
お
や
つ

代
20
円
お
よ
び
給
食
費
２
５
３
円
は
別

途
徴
収
）

受
付
期
間
　
5
月
1
日（
水
）か
ら
5
月

15
日（
水
）

申
込
方
法
　
こ
ど
も
教
育
課
、
ま
た
は

利
用
を
希
望
す
る
園
へ「
利
用
申
込
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　実施施設
施設名 所在地 電話番号 定員（人） 受入れ時間 給食提供 月利用回数

高梁保育園 向町 22-2423 ４ 9:00 ～
11:00 なし 4～ 5回

有漢こども園 有漢町有漢 57-3020 ３ 9:00 ～
12:00 あり ３回

成羽こども園 成羽町成羽 42-2011 ４ 9:00 ～
12:00 あり ３回

川上こども園 川上町地頭 48-3133 ３ 9:00 ～
11:00 なし 4～ 5回

備中保育園 備中町布瀬 45-3142 １ 9:00 ～
11:00 なし 4～ 5回

　
申
込
書
は
、
こ
ど
も
教
育
課
と
各
園

に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
☎
21
‐
０
２
６
４

　
利
用
を
希
望
す
る
各
園

新
規
開
業
・
支
店
開
設
を
お

考
え
の
人
へ

内
容
　
新
規
開
業
、
支
店
の
開
設（
市

内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
、
ま
た
は
個

人
に
限
る
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
事
業

承
継
な
ど
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
金
名
　
地
域
商
業
活
性
化
支
援
事

業
補
助
金

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人

ま
た
は
個
人

補
助
対
象
経
費　
店
舗
な
ど
の
改
修
お

よ
び
備
品
購
入
に
か
か
る
費
用

補
助
率
な
ど　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）※
条
件
に
よ

り
加
算
あ
り

　
業
種
、
経
費
な
ど
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
☎
21
‐
０
２
２
９

給
与
支
払
者
向
け
定
額
減
税

説
明
会
の
ご
案
内

　
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
定
額
に

よ
る
所
得
税
の
特
別
控
除（
定
額
減
税
）

を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
以
後
、
最
初
に
支
払
う
給
与

な
ど
に
つ
き
源
泉
徴
収
を
行
う
際
か
ら

定
額
減
税
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
給
与
支
払
者
の
皆
さ
ま
が
早
期
に
準

備
で
き
る
よ
う
、
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。（
申
し
込
み
は
不
要
）

開
催
日
時
　
５
月
16
日（
木
）

１
回
目　
午
前
11
時
〜
正
午

２
回
目　
午
後
２
時
〜
３
時

開
催
場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム

　
今
回
の
説
明
会
は
源
泉
徴
収
事
務
向

け
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴

収
事
務
以
外
の
定
額
減
税
に
関
す
る
ご

質
問
に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
定
額
減
税
の
制
度
の
詳
細
な
ど

は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
定
額
減

税
特
設
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
税
務
署
☎
22
‐
２
５
４
６

　
税
務
課
☎
21
‐
０
２
１
４

17 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月

高
梁
市
多
子
世
帯
い
き
い
き
子

育
て
応
援
金
を
支
給
し
ま
す

　
第
３
子
以
降
の
児
童
を
監
護
す
る
保

護
者
に
対
し
、
小
中
学
校
な
ど
へ
の
入

学
祝
金
を
支
給
し
、
子
育
て
を
す
る
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

対
象
児
童　
市
内
に
住
所
を
有
し
て
お

り
、
今
年
度
小
中
学
校
な
ど
に
入
学
し

た
第
３
子
以
降
の
児
童（
学
校
は
市
外

可
）

支
給
対
象
者　
対
象
児
童
の
保
護
者
で

あ
り
、
令
和
６
年
５
月
１
日
に
市
内
に

住
所
を
有
し
て
い
る
人

支
給
金
額　
小
中
学
校
な
ど
に
入
学
し

た
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円

申
し
込
み　
対
象
と
な
る
人
は
５
月
１

日（
水
）か
ら
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
申

請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

お
む
つ
支
援
拡
充
、
入
園
要
件

の
緩
和
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
か
ら
育
児
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
園
に
お
け
る
支
援
策
を

拡
充
し
ま
す
。

〇
お
し
り
ふ
き
支
援
の
追
加

　

園
で
使
用
す
る
紙
お
む
つ
支
援
に
加

え
、
お
し
り
ふ
き
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

〇
入
園
要
件
に
「
産
後
補
助
」
を
追
加

　
「
産
後
補
助
」
と
し
て
、
第
２
子
以
降

の
出
生
に
伴
う
産
後
８
週
間
か
ら
満
１

歳
の
期
間
を
入
園
要
件
に
追
加
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
☎
21
‐
０
２
６
４

保
育
士
養
成
奨
学
金
の
貸
付
を

行
い
ま
す

　
保
育
士
の
養
成
を
図
る
た
め
、
市
内

で
保
育
業
務
従
事
者
と
し
て
就
職
し
よ

う
と
す
る
学
生
に
対
し
、
奨
学
金
の
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
　
市
内
で
保
育
士
と
し

て
勤
務
す
る
意
志
を
有
し
、
保
育
士
を

養
成
す
る
学
校
な
ど（
通
信
教
育
を
含

む
）に
在
籍
し
て
い
る
人

奨
学
金
の
金
額
　
月
額
４
万
４
０
０
０

円（
貸
与
型
・
無
利
子
）

貸
し
付
け
の
決
定
　
６
月
上
旬
に
審
査

し
決
定
し
ま
す
。

貸
付
の
期
間
　
学
校
な
ど
の
所
定
の
修

業
期
間

奨
学
金
の
返
還
　
卒
業
後
１
年
を
経
過

し
た
翌
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の

３
倍
に
相
当
す
る
期
間
中
に
返
還

返
還
の
免
除
　
卒
業
後
、
市
内
の
保
育

所
等
で
勤
務
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
一
定
期
間
、
保
育
士
と
し
て
市
内
の

保
育
所
等
に
勤
務
し
た
場
合
は
、
奨
学

金
返
還
に
係
る
債
務
の
一
部
、
ま
た
は

全
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
25
日（
木
）〜
５
月
24

日（
金
）

申
請
方
法
　
奨
学
金
貸
付
申
請
書
に
次

の
書
類
を
添
え
て
こ
ど
も
教
育
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
学
校
な
ど
の
長
の
推
薦
書

②
在
学
証
明
書

③
現
住
所
を
証
明
す
る
書
類

※
申
請
書
は
こ
ど
も
教
育
課
に
備
え
て

い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
定
員　
４
名

問
こ
ど
も
教
育
課

☎
21
‐
０
２
６
４

高
等
学
校
等
入
学
支
援
金
を

支
給
し
ま
す

　
高
校
な
ど
へ
進
学
を
予
定
し
て
い
る

経
済
的
に
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
、
入

学
準
備
や
受
験
料
の
支
援
を
行
い
、
心

理
的
・
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
で
子
ど
も
の
進
学
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　
中
学
３
年
生
の
２
月
時
点
で
準

要
保
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
児
童
の

保
護
者
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

入
学
準
備
支
援
…
高
校
な
ど
か
ら
合
格

者
な
ど
の
決
定
を
受
け
、
当
該
高
校
な

ど
へ
入
学
し
た
人

受
験
料
支
援
…
高
校
な
ど
に
お
い
て
受

験
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
い
な
い
人

対
象
経
費
・
上
限
額　

入
学
準
備
支
援
…
入
学
時
に
制
服
や
運

動
着
、
上
履
き
、
教
科
書
な
ど
高
校
か

ら
購
入
を
求
め
ら
れ
る
も
の
・
上
限

７
万
円

受
験
料
支
援
…
受
験
料
の
実
費
・
上
限

３
万
５
０
０
０
円（
複
数
校
可
）

※
申
請
す
る
人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
０
２
８
８

16令和６年（2024）４月



お知らせ

高
梁
市
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
試
行
実
施
に
つ
い
て

　
市
は
、
国
に
お
い
て
創
設
さ
れ
る
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度（
仮
称
）を
試
行

的
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
未
就
園
児
を
定
期
的

に
預
か
る
こ
と
で
、
家
族
以
外
の
人
と

の
関
わ
り
の
機
会
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
を
行
う
も

の
で
、
国
の
事
業
の
本
格
実
施
を
見
据

え
試
行
的
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

利
用
申
込
案
内
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
の
乳
幼
児
　
市
内
に
居
住
す
る
1

歳
児（
令
和
4
年
4
月
2
日
〜
令
和
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）の
未
就
園
児

利
用
期
間
　
7
月
1
日（
月
）〜
令
和
7

年
3
月
21
日（
金
）ま
で

利
用
料
　
1
時
間
３
０
０
円（
お
や
つ

代
20
円
お
よ
び
給
食
費
２
５
３
円
は
別

途
徴
収
）

受
付
期
間
　
5
月
1
日（
水
）か
ら
5
月

15
日（
水
）

申
込
方
法
　
こ
ど
も
教
育
課
、
ま
た
は

利
用
を
希
望
す
る
園
へ「
利
用
申
込
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　実施施設
施設名 所在地 電話番号 定員（人） 受入れ時間 給食提供 月利用回数

高梁保育園 向町 22-2423 ４ 9:00 ～
11:00 なし 4～ 5回

有漢こども園 有漢町有漢 57-3020 ３ 9:00 ～
12:00 あり ３回

成羽こども園 成羽町成羽 42-2011 ４ 9:00 ～
12:00 あり ３回

川上こども園 川上町地頭 48-3133 ３ 9:00 ～
11:00 なし 4～ 5回

備中保育園 備中町布瀬 45-3142 １ 9:00 ～
11:00 なし 4～ 5回

　
申
込
書
は
、
こ
ど
も
教
育
課
と
各
園

に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
☎
21
‐
０
２
６
４

　
利
用
を
希
望
す
る
各
園

新
規
開
業
・
支
店
開
設
を
お

考
え
の
人
へ

内
容
　
新
規
開
業
、
支
店
の
開
設（
市

内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
、
ま
た
は
個

人
に
限
る
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
事
業

承
継
な
ど
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
金
名
　
地
域
商
業
活
性
化
支
援
事

業
補
助
金

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人

ま
た
は
個
人

補
助
対
象
経
費　
店
舗
な
ど
の
改
修
お

よ
び
備
品
購
入
に
か
か
る
費
用

補
助
率
な
ど　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）※
条
件
に
よ

り
加
算
あ
り

　
業
種
、
経
費
な
ど
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
☎
21
‐
０
２
２
９

給
与
支
払
者
向
け
定
額
減
税

説
明
会
の
ご
案
内

　
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
定
額
に

よ
る
所
得
税
の
特
別
控
除（
定
額
減
税
）

を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
以
後
、
最
初
に
支
払
う
給
与

な
ど
に
つ
き
源
泉
徴
収
を
行
う
際
か
ら

定
額
減
税
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
給
与
支
払
者
の
皆
さ
ま
が
早
期
に
準

備
で
き
る
よ
う
、
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。（
申
し
込
み
は
不
要
）

開
催
日
時
　
５
月
16
日（
木
）

１
回
目　
午
前
11
時
〜
正
午

２
回
目　
午
後
２
時
〜
３
時

開
催
場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム

　
今
回
の
説
明
会
は
源
泉
徴
収
事
務
向

け
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
源
泉
徴

収
事
務
以
外
の
定
額
減
税
に
関
す
る
ご

質
問
に
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
定
額
減
税
の
制
度
の
詳
細
な
ど

は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
定
額
減

税
特
設
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
税
務
署
☎
22
‐
２
５
４
６

　
税
務
課
☎
21
‐
０
２
１
４

17 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月



お知らせ

Cク

ラ

シ

カ

ル

l
a
s
s
i
c
a
l 

カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
i
n 

吹
屋
２
０
２
４

日
時　
５
月
11
日（
土
）午
後
１
時
〜
午

後
４
時
30
分（
午
後
０
時
30
分
受
付
）

場
所　
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
吹
屋
ほ
か（
高

梁
市
成
羽
町
吹
屋
６
１
１
）※
女
性
の

み
無
料
送
迎
あ
り

参
加
条
件　
25
歳
か
ら
45
歳
く
ら
い
ま

で
の
独
身
男
女
※
男
女
と
も
居
住
地
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん

参
加
費　
２
０
０
０
円

募
集
定
員　

男
女
各
15
名(

合
計
30

名)

※
高
梁
市
・
新
見
市
・
吉
備
中
央

町
在
住
者
優
先

申
込
方
法　
チ
ア
ー
ズ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み（
電

話
で
の
受
付
不
可
）

募
集
期
限　
４
月
29
日（
月
・
祝
）　

申
し
込
み
先　
有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

☎
０
８
６
‐
４
６
１
‐
０
５
０
６

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎
21
‐
０
２
８
２

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

生
活
道
整
備
事
業
補
助
金

　
私
道
の
整
備
に
対
し
て
次
の
要
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
人
に
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

補
助
の
要
件

①
道
路
の
一
端
が
公
道
に
接
し
て
い
る
。

②
道
路
の
幅
員
が
２
ｍ
以
上

③
道
路
の
築
造
後
５
年
以
上
が
経
過

④
工
事
完
成
後
５
年
以
内
に
掘
削
す
る

計
画
が
な
い
。

⑤
道
路
の
土
地
所
有
者
お
よ
び
受
益
関

係
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
。

対
象
事
業

①
舗
装
整
備
、
側
溝
整
備
、
土
留
擁
壁

整
備　
②
災
害
復
旧
工
事
…
公
共
災
害

の
規
定
に
準
ず
る

対
象
経
費
　
申
請
額
、
ま
た
は
国
が
定

め
る
土
木
工
事
標
準
積
算
基
準
書
に
基

づ
き
算
出
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い

額補
助
率
・
限
度
額

①
の
事
業
…
10
分
の
５
以
内（
限
度
額

50
万
円
）

②
の
事
業
…
10
分
の
５
以
内（
限
度
額

１
０
０
万
円
）

そ
の
他

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要

・
様
式
な
ど
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
て
い

る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
事
業
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎
21
‐
１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所
☎
45
‐
４
５
１
０

マイナンバーカード受け取り時間外窓口マイナンバーカード受け取り時間外窓口
　　今後の開設日時今後の開設日時
５月 25日（土） 午前 10時～正午５月 25日（土） 午前 10時～正午

問問市民課☎21-0253市民課☎21-0253

　　
　日時が変更になる場合がありますので、　日時が変更になる場合がありますので、
最新の情報については市ウェブサイトを最新の情報については市ウェブサイトを
ご覧いただくか、お問い合わせください。ご覧いただくか、お問い合わせください。
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高
梁
市
結
婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
結
婚
推
進
連
絡

会
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女

の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
素
敵
な
出
会
い

を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
「
高
梁
市

結
婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ
が
加
盟
す
る

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
、
24
時
間
い
つ
で
も
相
手
探
し
が

で
き
ま
す
。

　
１
対
１
の
お
見
合
い
や
、
成
婚
に
至

る
ま
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
専
門
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は

お
勤
め
の
20
歳
以
上
39
歳
以
下
の
独
身

者
　
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

☎
０
８
６
‐
４
６
１
‐
０
５
０
６

婚
活
応
援
金
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
お
か
や
ま
出

会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
運

営
す
る
、「
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ

ト
」
の
入
会
登
録
料
が
、
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
結
婚
推
進
連
絡

会
で
は
、
結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
の
幸

せ
な
出
会
い
を
応
援
す
る
た
め
、
市
内

に
お
住
ま
い
で
、
今
年
度
お
か
や
ま
縁

結
び
ネ
ッ
ト
に
登
録
い
た
だ
い
た
人
を

対
象
に
、
婚
活
応
援
金
一
万
円
を
支
援

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎
21
‐
０
２
８
２

通常価格28600円▶12,000円
（税込・免責補償込）

●7人乗・禁煙車のみ
●予約は電話または来店のみ
●台数に限りがございます

※写真はイメージです高梁市旭町1335-7 ☎（0866）22-5566 営業時間 9:00～18:00
備中高梁駅前店

9/30
まで

高梁市のお住まいの方限定！
アルファード特別仕様車超特価キャンペーン

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト

特
設
会
場

　
岡
山
県
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
人
を

対
象
と
し
た
、
多
く
の
出
会
い
の
機
会

を
支
援
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
と
イ
ベ

ン
ト
支
援
機
能
を
有
す
る
結
婚
支
援
シ

ス
テ
ム「
お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。
特
設
会
場
で
は

お
か
や
ま
縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
へ
の
登
録

な
ど
が
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
19
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時
15
分

場
所　

高
梁
市
文
化
交
流
館
講
座
室

2
・
3

申
し
込
み
先　
お
か
や
ま
出
会
い
・
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
６
‐

2
3
6
‐
０
８
０
２

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎
21
‐
０
２
８
２

18令和６年（2024）４月



お知らせ

Cク

ラ

シ

カ

ル

l
a
s
s
i
c
a
l 

カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
i
n 

吹
屋
２
０
２
４

日
時　
５
月
11
日（
土
）午
後
１
時
〜
午

後
４
時
30
分（
午
後
０
時
30
分
受
付
）

場
所　
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
吹
屋
ほ
か（
高

梁
市
成
羽
町
吹
屋
６
１
１
）※
女
性
の

み
無
料
送
迎
あ
り

参
加
条
件　
25
歳
か
ら
45
歳
く
ら
い
ま

で
の
独
身
男
女
※
男
女
と
も
居
住
地
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん

参
加
費　
２
０
０
０
円

募
集
定
員　

男
女
各
15
名(

合
計
30

名)

※
高
梁
市
・
新
見
市
・
吉
備
中
央

町
在
住
者
優
先

申
込
方
法　
チ
ア
ー
ズ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み（
電

話
で
の
受
付
不
可
）

募
集
期
限　
４
月
29
日（
月
・
祝
）　

申
し
込
み
先　
有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

☎
０
８
６
‐
４
６
１
‐
０
５
０
６

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎
21
‐
０
２
８
２

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

生
活
道
整
備
事
業
補
助
金

　
私
道
の
整
備
に
対
し
て
次
の
要
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
人
に
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

補
助
の
要
件

①
道
路
の
一
端
が
公
道
に
接
し
て
い
る
。

②
道
路
の
幅
員
が
２
ｍ
以
上

③
道
路
の
築
造
後
５
年
以
上
が
経
過

④
工
事
完
成
後
５
年
以
内
に
掘
削
す
る

計
画
が
な
い
。

⑤
道
路
の
土
地
所
有
者
お
よ
び
受
益
関

係
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
。

対
象
事
業

①
舗
装
整
備
、
側
溝
整
備
、
土
留
擁
壁

整
備　
②
災
害
復
旧
工
事
…
公
共
災
害

の
規
定
に
準
ず
る

対
象
経
費
　
申
請
額
、
ま
た
は
国
が
定

め
る
土
木
工
事
標
準
積
算
基
準
書
に
基

づ
き
算
出
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い

額補
助
率
・
限
度
額

①
の
事
業
…
10
分
の
５
以
内（
限
度
額

50
万
円
）

②
の
事
業
…
10
分
の
５
以
内（
限
度
額

１
０
０
万
円
）

そ
の
他

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要

・
様
式
な
ど
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え
て
い

る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
事
業
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
建
設
課
、
西
部
土
木
事

務
所
、
ま
た
は
各
地
域
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎
21
‐
１
２
０
４

　
西
部
土
木
事
務
所
☎
45
‐
４
５
１
０

マイナンバーカード受け取り時間外窓口マイナンバーカード受け取り時間外窓口
　　今後の開設日時今後の開設日時
５月 25日（土） 午前 10時～正午５月 25日（土） 午前 10時～正午

問問市民課☎21-0253市民課☎21-0253

　　
　日時が変更になる場合がありますので、　日時が変更になる場合がありますので、
最新の情報については市ウェブサイトを最新の情報については市ウェブサイトを
ご覧いただくか、お問い合わせください。ご覧いただくか、お問い合わせください。
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お知らせ

高
たかはししこくさいこうりゅうきょうぎかい
梁市国際交流協議会からのお知

し
らせ

　高
たか
梁
はし
市
し
は、留

りゅう
学
がく
生
せい
や外

がい
国
こく
人
じん
技
ぎ
能
のう
実
じっ
習
しゅう
生
せい
の増

ぞう
加
か
により、外

がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
の人

じん
口
こう
割
わり
合
あい
が県

けん
内
ない
で最
もっと
も高

たか
い自

じ
治
ち
体
たい
となっ

ており（２月
がつ
末
まつ
時
じ
点
てん
で 3.6％・928人

にん
）、異

こと
なる文

ぶん
化
か
や習
しゅう
慣
かん
を尊

そん
重
ちょう
し合

あ
う多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
のまちづくりが求

もと
められて

います。
　国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会では、市

し
民
みん
の国

こく
際
さい
感
かん
覚
かく
を養
やしな
い、外

がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
を受

う
け入

い
れていくための事

じぎょう
業を行

おこな
っています。

問高
たかはししこくさいこうりゅうきょうぎかい
梁市国際交流協議会（秘

ひ
書
しょ
企
き
画
かく
課
か
）☎ 21-0208

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
（無

む
料
りょう
）

　市
し
内
ない
に住

す
む外

がい
国
こく
人
じん
を対

たい
象
しょう
とした日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
の生

せい
徒
と

を募
ぼ
集
しゅう
します。

　教
きょう
室
しつ
は、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
検
けん
定
てい
の合

ごう
格
かく
を目

め
指
ざ
す人

ひと
（Ｎ４

～Ｎ２）を対
たい
象
しょう
としていますが、交

こう
流
りゅう
や日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の

相
そう
談
だん
の場

ば
でもあります。お気

き
軽
がる
にお申

もう
し込

こ
みください。

日
にち
時
じ
　毎
まい
月
つき
第
だい
２・４日

にち
曜
よう
日
び
 午
ご
前
ぜん
９時

じ
30分

ぷん
～ 11時

じ

場
ば
所
しょ
　高

たかはししとしょかん
梁市図書館４階

かい
多
た
目
もく
的
てき
室
しつ

※詳
くわ
しい日

にち
時
じ
は参

さん
加
か
申
もう
込
しこみ
をする時

とき
にお伝

つた
えします。

　申
もうしこみじょうきょう
込状況によって、

日
にち
時
じ
や場

ば
所
しょ
が変

か
わるこ

とがあります。

外
がい
国
こく
人
じん
のための在

ざい
留
りゅう
相
そう
談
だん
会
かい
（無

む
料
りょう
）

　市
し
内
ない
に住

す
む外

がい
国
こく
人
じん
を対

たい
象
しょう
とした相

そう
談
だん
会
かい
を２ヵ

か
月
げつ
に

１回
かい
程
てい
度
ど
開
かい
催
さい
しています。在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
、婚

こん
姻
いん
、出
しゅっ
産
さん
、

離
り
婚
こん
、家

か
族
ぞく
の呼

よ
び寄

よ
せなど、困

こま
ったことを行

ぎょう
政
せい
書
しょ
士
し

に相
そう
談
だん
できます。

国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会の会

かい
員
いん
を募

ぼしゅう
集

　国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会の会

かい
員
いん
を募

ぼしゅう
集しています。外

がい
国
こく
人
じん

との交
こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
や、イ

い べ ん と
ベントなどをご案

あん
内
ない
します。

個
こ
人
じん
会
かい
員
いん
　年

ねん
会
かい
費
ひ
1,000 円

えん

法
ほう
人
じん
・団

だん
体
たい
会
かい
員
いん
　年

ねん
会
かい
費
ひ
5,000 円

えん

また、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
のサポートをしていただける国

こく

際
さい
交
こう
流
りゅう
ボ
ぼ ら ん て ぃ あ
ランティアや、翻

ほん
訳
やく
・通

つう
訳
やく
ボ
ぼ ら ん て ぃ あ
ランティアも

募
ぼ
集
しゅう
しています。

外
がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
との交

こうりゅうじぎょう
流事業を支

し
援
えん
します

　町
ちょう
内
ない
会
かい
やコ

こ み ゅ に て ぃ
ミュニティ単

たん
位
い
で、地

ち
域
いき
内
ない
に住

す
む外

がい
国
こく

人
じん
との交

こうりゅうじぎょう
流事業を実

じっ
施
し
する場

ば
合
あい
、国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会か

ら開
かい
催
さい
経
けい
費
ひ
の助

じょ
成
せい
などの支

し
援
えん
を行
おこな
います。

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください
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市
長
室

市
長
室
か
ら
か
ら  

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
の
事

業
も
新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
復
活
し
た
事
業
が
あ
り
ま

す
。「
同
窓
会
補
助
金
」
で
す
。
人
口
減
少

が
続
く
中
で
、
少
し
で
も
高
梁
市
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
復
活
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市

の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
職
員
か
ら
意
見
を
募
集
し
た
も
の
の
う
ち

の
一
つ
で
す
。
職
員
か
ら
の
提
案
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
も

積
極
的
に
お
伺
い
し
、
実
行
で
き
る
こ
と
は

す
ぐ
に
始
め
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
人
口
問
題

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

伯
備
線
の
特
急
や
く
も
3
8
1
系
の
定

期
運
行
が
６
月
15
日（
土
）で
終
了
し
ま
す
。

１
日
30
本
の
や
く
も
は
す
べ
て
新
型
の
車
両

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
運
用
の
都
合
や

検
査
な
ど
一
時
的
に
3
8
1
系
で
運
転
さ

れ
る
日
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
先
日
、
備

中
高
梁
駅
か
ら
岡
山
駅
ま
で
新
型
の
ブ
ロ
ン

ズ
や
く
も
に
試
乗
し
ま
し
た
。
揺
れ
な
く

な
っ
た
と
評
判
の
新
型
で
す
が
、
逆
に
揺
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
？

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課

程
）の
受
講
生
を
募
集

対
象　
手
話
講
座
入
門
課
程
を
修
了
し

た
人
、
ま
た
は
同
等
の
技
術
を
習
得
し

て
い
る
人

講
座
の
回
数　
全
24
回

場
所　
高
梁
市
役
所
３
階
大
会
議
室
ほ

か期
間　
５
月
10
日
〜
11
月
15
日
の
毎
週

金
曜
日（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途

必
要
で
す
）

申
し
込
み　
５
月
２
日（
木
）ま
で
に
福

祉
課
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス（
F
23

‐
１
４
３
３
）な
ど
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　
県
は
、
４
月
・
５
月
を
「
春
の
み
ど

り
の
月
間
」
と
定
め
、
緑
の
募
金
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、

潤
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
道
路
・
公
園
・
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設
や
公
共
用
地
の
緑
化
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

町
内
会
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
は

募
金
を
取
り
ま
と
め
、
農
林
課
、
各
地

域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
5
月
31
日（
金
）ま
で
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
緑
の
募
金
事
業
と
し
て

実
施
す
る
苗
木
の
配
布
を
希
望
す
る
場

合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
５

下
水
道
本
管
お
よ
び
マ
ン

ホ
ー
ル
の
調
査
に
つ
い
て

　
道
路
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
道

施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、

下
水
道
本
管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

期
間　
５
月
１
日（
水
）〜
７
月
31
日（
水
）

調
査
時
間
帯　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１
区
間
あ
た
り
の
調
査
日
数　
２
日
間

程
度

　
場
所
に
よ
り
宅
内
汚
水
桝
の
蓋
を
開

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
住
民
の
皆
さ
ま
へ
声
を
お
掛
け
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
時
も
、
下
水
道
施

設
は
通
常
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
作
業
中
の
道
路
は
片
側
交
互
通
行
も

し
く
は
幅
員
減
少
と
な
り
ま
す
が
、
沿

線
住
民
の
皆
さ
ん
が
出
入
り
す
る
際

は
、
そ
の
都
度
進
入
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
☎
21
‐
０
２
４
５

中
井
診
療
所
の
廃
止（
閉
鎖
）

に
つ
い
て

　

現
在
休
診
し
て
い
る
中
井
診
療
所

は
、
令
和
６
年
３
月
末
で
廃
止（
閉
鎖
）

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

問
地
域
医
療
連
携
課
☎
21
‐
０
３
０
４

△ 済 難波 *6012 
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お知らせ

高
たかはししこくさいこうりゅうきょうぎかい
梁市国際交流協議会からのお知

し
らせ

　高
たか
梁
はし
市
し
は、留

りゅう
学
がく
生
せい
や外

がい
国
こく
人
じん
技
ぎ
能
のう
実
じっ
習
しゅう
生
せい
の増

ぞう
加
か
により、外

がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
の人

じん
口
こう
割
わり
合
あい
が県

けん
内
ない
で最
もっと
も高

たか
い自

じ
治
ち
体
たい
となっ

ており（２月
がつ
末
まつ
時
じ
点
てん
で 3.6％・928人

にん
）、異

こと
なる文

ぶん
化
か
や習
しゅう
慣
かん
を尊

そん
重
ちょう
し合

あ
う多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
のまちづくりが求

もと
められて

います。
　国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会では、市

し
民
みん
の国

こく
際
さい
感
かん
覚
かく
を養
やしな
い、外

がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
を受

う
け入

い
れていくための事

じぎょう
業を行

おこな
っています。

問高
たかはししこくさいこうりゅうきょうぎかい
梁市国際交流協議会（秘

ひ
書
しょ
企
き
画
かく
課
か
）☎ 21-0208

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
（無

む
料
りょう
）

　市
し
内
ない
に住

す
む外

がい
国
こく
人
じん
を対

たい
象
しょう
とした日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
の生

せい
徒
と

を募
ぼ
集
しゅう
します。

　教
きょう
室
しつ
は、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
検
けん
定
てい
の合

ごう
格
かく
を目

め
指
ざ
す人

ひと
（Ｎ４

～Ｎ２）を対
たい
象
しょう
としていますが、交

こう
流
りゅう
や日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の

相
そう
談
だん
の場

ば
でもあります。お気

き
軽
がる
にお申

もう
し込

こ
みください。

日
にち
時
じ
　毎
まい
月
つき
第
だい
２・４日

にち
曜
よう
日
び
 午
ご
前
ぜん
９時

じ
30分

ぷん
～ 11時

じ

場
ば
所
しょ
　高

たかはししとしょかん
梁市図書館４階

かい
多
た
目
もく
的
てき
室
しつ

※詳
くわ
しい日

にち
時
じ
は参

さん
加
か
申
もう
込
しこみ
をする時

とき
にお伝

つた
えします。

　申
もうしこみじょうきょう
込状況によって、

日
にち
時
じ
や場

ば
所
しょ
が変

か
わるこ

とがあります。

外
がい
国
こく
人
じん
のための在

ざい
留
りゅう
相
そう
談
だん
会
かい
（無

む
料
りょう
）

　市
し
内
ない
に住

す
む外

がい
国
こく
人
じん
を対

たい
象
しょう
とした相

そう
談
だん
会
かい
を２ヵ

か
月
げつ
に

１回
かい
程
てい
度
ど
開
かい
催
さい
しています。在

ざい
留
りゅう
資
し
格
かく
、婚

こん
姻
いん
、出
しゅっ
産
さん
、

離
り
婚
こん
、家

か
族
ぞく
の呼

よ
び寄

よ
せなど、困

こま
ったことを行

ぎょう
政
せい
書
しょ
士
し

に相
そう
談
だん
できます。

国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会の会

かい
員
いん
を募

ぼしゅう
集

　国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会の会

かい
員
いん
を募

ぼしゅう
集しています。外

がい
国
こく
人
じん

との交
こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
や、イ

い べ ん と
ベントなどをご案

あん
内
ない
します。

個
こ
人
じん
会
かい
員
いん
　年

ねん
会
かい
費
ひ
1,000 円

えん

法
ほう
人
じん
・団

だん
体
たい
会
かい
員
いん
　年

ねん
会
かい
費
ひ
5,000 円

えん

また、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
事
じ
業
ぎょう
のサポートをしていただける国

こく

際
さい
交
こう
流
りゅう
ボ
ぼ ら ん て ぃ あ
ランティアや、翻

ほん
訳
やく
・通

つう
訳
やく
ボ
ぼ ら ん て ぃ あ
ランティアも

募
ぼ
集
しゅう
しています。

外
がい
国
こく
人
じん
市
し
民
みん
との交

こうりゅうじぎょう
流事業を支

し
援
えん
します

　町
ちょう
内
ない
会
かい
やコ

こ み ゅ に て ぃ
ミュニティ単

たん
位
い
で、地

ち
域
いき
内
ない
に住

す
む外

がい
国
こく

人
じん
との交

こうりゅうじぎょう
流事業を実

じっ
施
し
する場

ば
合
あい
、国
こくさいこうりゅうきょうぎかい
際交流協議会か

ら開
かい
催
さい
経
けい
費
ひ
の助

じょ
成
せい
などの支

し
援
えん
を行
おこな
います。

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

21 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月



お知らせ

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ
乳児健康診査 令和５年８月・令和６年１月 ９日（木）午後０時30分

～
１時30分
（受付）

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228１歳６カ月児健康診査 令和４年９月～10月 ８日（水）

２歳６カ月児健康診査 令和３年９月～10月 15日（水）

子どもの健診（５月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
（守ろう交通マナー） 24日（金）午前１0時～11時30分

子育て支援センター
（ゆう・ゆうひろば）

子育て支援センター
☎22-2450
こども未来課
☎21-2666

２歳のひろば 10日（金）・22日
（水）午前10時～11時30分

赤ちゃんタイム ７日（火）・17日（金）・
21日（火）・31日（金）

午前10時～正午
午前10時～11時30分（31日の
み）

ゆう・ゆう講座（歯みがき指導） 29日（水）午前10時～11時30分

なりわで“ゆう・ゆう”
９日（木）・16日（木）・
23日（木）・30日

（木）
①午前10時～11時30分
②午後1時30分～３時

成羽こども園
子育て支援室

にこにこ相談 ９日（木）・30日（木）午前10時～午後４時 子育て支援センター
さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 14日（火）午前10時～11時30分 落合ふれあい公園

育児相談 16日（木）午前10時～正午 子育て支援センター 子育て支援センター
☎22-2450

病態栄養相談 ９日（木）午前10時～11時

備北保健所

備北保健所
☎21-2835

思春期・ひきこもり相談 10日（金）午後２時～４時
備北保健所
☎21-2836

エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ
型肝炎検査／骨

こつずい
髄ドナー検査 28日（火）午後1時～２時

こころの健康相談 17日（金）午後２時30分～４時30分

子育て支援・健康相談（５月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

７日（火）

午前９時～正午

市役所３階研修室
岡山行政監視行政相談センター
☎086-224-1100９日（木） 吹屋連絡所

16日（木） 有漢保健センター

なやみごと相談

７日（火）

午前９時～正午

市役所３階研修室
岡山地方法務局高梁支局
☎22-2318９日（木）

有漢保健センター

成羽たいこまるプラザ

法律相談（要予約）
７日・14日・21日・28日

（全て火曜日）
午後１時～４時10分

高梁総合福祉センター
岡山弁護士会（☎086-234-5888）へ事前に予
約をして市民課へ無料券を申請してください
（市民のみ・年２回まで）　市民課☎21-0254

司法書士相談
10日（金） 午前 10時～正午

備中地域局２階小会議室
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎22-7906有漢保健センター

15日（水） 午後２時～４時 イズミゆめタウン（２階文化教室）

相談（５月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

高梁税務署面接相談
（要予約）

８日（水）・20日（月）・28日（火）
※相続・贈与・譲渡所得に関する相談
は税務署へお問い合わせください。

午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署☎22-2546
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　  宮内庁　　
ウェブサイト

用
水
路
な
ど
へ
の
転
落
に
注
意

　
農
繁
期
と
な
り
、
用
水
路
付
近
で
の

作
業
が
増
え
る
と
、
用
水
路
な
ど
へ
の

転
落
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
作
業
時
に
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
が
必
要
な
場
所　
次
の
よ
う
な
場

所
で
は
、
誤
っ
て
足
を
踏
み
外
し
た

り
、
水
路
の
存
在
に
気
付
か
ず
に
転
落

し
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

①
用
水
路
沿
い
の
細
い
道

②
水
路
と
道
路
が
交
差
す
る
場
所

③
街
路
灯
な
ど
が
少
な
い
水
路
沿
い
の

道
な
ど

転
落
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に　

①
作
業
車
な
ど
の
ラ
イ
ト
は
必
ず
点
灯

し
ま
し
ょ
う

②
夕
暮
れ
や
夜
間
に
歩
く
と
き
は
手
持

ち
ラ
イ
ト
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

③
携
帯
電
話
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
操
作

す
る
の
は
止
め
て
、
前
を
見
て
歩
き
ま

し
ょ
う

④
作
業
に
必
要
な
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
ま
し
ょ
う

問
建
設
課
☎
21
‐
０
２
３
２

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
電
波
は
警
察
や
消
防
・
救
急
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携

帯
電
話
な
ど
、
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
電
波
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。

　

電
波
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
原

則
、
無
線
局
の
免
許
と
技
術
基
準
に
適

合
し
た
無
線
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
不
法
無
線
局
を
開
設
し
た

場
合
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
不
法
電
波
で
重
要
な
無
線
通
信
を
妨

害
し
た
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
、
２
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
対

象
と
な
り
、
よ
り
重
い
罪
と
な
り
ま

す
。

問
総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
電
波
利

用
環
境
課
☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐

３
３
３
２

令
和
７
年
歌
会
始

　
宮
内
庁
は
、
令
和
７
年
歌う
た
会か
い
始は
じ
めで
詠え
い

進し
ん
す
る
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。
お
題
お

よ
び
詠
進
要
領
は
次
の
よ
う
に
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
題　
「
夢
」（「
夢
」
の
文
字
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
。「
夢
中
」、「
夢
路
」、「
夢

見
る
」
の
よ
う
な
熟
語
や
言
葉
で
も
構

い
ま
せ
ん
）

詠
進
要
領　
宮
内
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

郵
送
方
法　

短
歌
が
書
か
れ
た
半
紙

を
封
入
し
て
い
る
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
、「
〒
１
０
０
‐

８
１
１
１　
宮
内
庁
」
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。（
９
月
30
日
ま
で
の
消
印
有

効
）

問
宮
内
庁
式し
き
部ぶ

職し
ょ
く
儀
式
第
二
係

☎
０
３
‐
３
２
１
３
‐
１
１
１
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
申

請
受
け
付
け
開
始

　
地
域
経
済
の
活
性
化
、
市
内
企
業
の

雇
用
維
持
お
よ
び
市
民
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
住
環
境
の
形
成
を
促
進

す
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
か
か

る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

で
あ
り
、
自
身
が
居
住
す
る
住
宅
な
ど

対
象
工
事　
市
内
業
者
が
施
工
す
る
工

事
で
、
補
助
対
象
工
事
費
の
総
額
が

20
万
円
以
上（
税
込
）の
も
の

補
助
金
額　
補
助
対
象
工
事
費
の
10
分

の
１（
上
限
額
30
万
円
）

受
け
付
け
開
始
日　
４
月
15
日（
月
）

申
し
込
み　
申
請
書
な
ど
の
書
類
を
産

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
提
出
書
類
に
つ
い
て
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
☎
21
‐
０
２
２
９
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お知らせ

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ
乳児健康診査 令和５年８月・令和６年１月 ９日（木）午後０時30分

～
１時30分
（受付）

高梁保健センター 健康づくり課
☎21-0228１歳６カ月児健康診査 令和４年９月～10月 ８日（水）

２歳６カ月児健康診査 令和３年９月～10月 15日（水）

子どもの健診（５月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
（守ろう交通マナー） 24日（金）午前１0時～11時30分

子育て支援センター
（ゆう・ゆうひろば）

子育て支援センター
☎22-2450
こども未来課
☎21-2666

２歳のひろば 10日（金）・22日
（水）午前10時～11時30分

赤ちゃんタイム ７日（火）・17日（金）・
21日（火）・31日（金）

午前10時～正午
午前10時～11時30分（31日の
み）

ゆう・ゆう講座（歯みがき指導） 29日（水）午前10時～11時30分

なりわで“ゆう・ゆう”
９日（木）・16日（木）・
23日（木）・30日

（木）
①午前10時～11時30分
②午後1時30分～３時

成羽こども園
子育て支援室

にこにこ相談 ９日（木）・30日（木）午前10時～午後４時 子育て支援センター
さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 14日（火）午前10時～11時30分 落合ふれあい公園

育児相談 16日（木）午前10時～正午 子育て支援センター 子育て支援センター
☎22-2450

病態栄養相談 ９日（木）午前10時～11時

備北保健所

備北保健所
☎21-2835

思春期・ひきこもり相談 10日（金）午後２時～４時
備北保健所
☎21-2836

エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ
型肝炎検査／骨

こつずい
髄ドナー検査 28日（火）午後1時～２時

こころの健康相談 17日（金）午後２時30分～４時30分

子育て支援・健康相談（５月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

７日（火）

午前９時～正午

市役所３階研修室
岡山行政監視行政相談センター
☎086-224-1100９日（木） 吹屋連絡所

16日（木） 有漢保健センター

なやみごと相談

７日（火）

午前９時～正午

市役所３階研修室
岡山地方法務局高梁支局
☎22-2318９日（木）

有漢保健センター

成羽たいこまるプラザ

法律相談（要予約）
７日・14日・21日・28日

（全て火曜日）
午後１時～４時10分

高梁総合福祉センター
岡山弁護士会（☎086-234-5888）へ事前に予
約をして市民課へ無料券を申請してください
（市民のみ・年２回まで）　市民課☎21-0254

司法書士相談
10日（金） 午前 10時～正午

備中地域局２階小会議室
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎22-7906有漢保健センター

15日（水） 午後２時～４時 イズミゆめタウン（２階文化教室）

相談（５月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

高梁税務署面接相談
（要予約）

８日（水）・20日（月）・28日（火）
※相続・贈与・譲渡所得に関する相談
は税務署へお問い合わせください。

午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署☎22-2546
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お知らせ・まちのできごと

henn

休日当番医（４月）
14日（日）備中診療所（備中町長屋）☎ 45-9001

21日（日）池田医院（中間町） ☎ 22-2244

28日（日）大杉病院（柿木町） ☎ 22-5155

29日（月）野村医院（巨瀬町） ☎ 25-0003

キ吉
備
国
際
大
学

ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り

　
３
月
22
日
、
吉
備
国
際
大
学
で
、
令

和
５
年
度
学
位
記
授
与
式
を
行
い
ま
し

た
。
学
部
生
や
大
学
院
生
ら
４
４
１
名

が
新
た
な
門
出
に
立
ち
、
高
梁
で
の
思

い
出
を
抱
い
て
、
社
会
へ
と
羽
ば
た
い

て
い
き
ま
し
た
。

　
４
月
３
日
、
令
和
６
年
度
入
学
宣
誓

式
を
、
４
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス（
高
梁
・

岡
山
・
岡
山
駅
前
・
南
あ
わ
じ
）の
新

入
生
そ
し
て
保
護
者
や
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
っ
て
、
順
正
学
園 

加
計

理
事
長
に
よ
る
「
大
学
院（
通
信
制
）保

健
科
学
研
究
科 

理
学
療
法
学
・
作
業

療
法
学
専
攻
修
士
課
程
」「
看
護
学
部
看

護
学
科
」「
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
」

の
開
設
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
、
河
村
学
長
か
ら
４
１
８
名
の
入
学

が
許
可
さ
れ
る
と
、
新
入
生
代
表
が

「
国
際
社
会
の
期
待
に
こ
た
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
、
新
入
生
ら
が
高
梁
で
の

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

慣
れ
な
い
地
で
、
初
め
て
の
一
人
暮
ら

し
と
い
う
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
入
試
広
報
室
☎
０
８
６
‐
２
３
１
‐

３
６
０
０

令
和
５
年
度
学
位
記
授
与
式
・
令
和
６
年
度
入
学
宣
誓
式
を
挙
行

学位記授与式では 441人の新たな門出を祝いました学位記授与式では 441人の新たな門出を祝いました

休日当番医（５月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。
※休日当番医は、随時変更となる場合があります
ので、最新の情報は市ウェブサイトからご確認
ください。

３日（金） 川上診療所（川上町地頭）☎ 48-4188

４日（土） 池田医院（中間町） ☎ 22-2244

５日（日） まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎ 42-2315

６日（月） 仲田医院（落合町阿部）☎ 22-0511

12日（日）成羽病院（成羽町下原）☎ 42-3111

19日（日）西医院（中之町） ☎ 22-2820

26日（日）まつうらクリニック（成羽町下原） ☎ 42-2315

市ウェブサイト

広報たかはし３月号（P.17）休日当番医
のおわびと訂正について

ケーブルテレビ０円新規加入
ケーブルテレビ０円新規加入

※指定加入コース：とくとくコース※指定加入コース：とくとくコース

（加入金・引込工事費）

キビネット０円新規加入
キビネット０円新規加入
※宅内通信工事費も半額※宅内通信工事費も半額

※詳しくはお問い合わせください。

（加入金・引込工事費）

広報たかはし３月号に掲載した休日当番医（４月）
に誤りがありました。おわびして訂正します。
正しくは、上記のとおりです。

25 高梁市の市外局番は「0866」です令和６年（2024）４月

職　種 所在地 賃 金 月 額
物流管理 川上町 166,488 円～ 176,400 円
荷役作業 備中町 300,000 円～ 340,000 円
ガソリンスタンド
スタッフ 巨瀬町 156,800 円

製缶工 高倉町 244,125 円
介護支援専門員 落合町 180,000 円～ 280,000 円
オフィス家具製造 間之町 186,760 円～ 194,880 円
土木作業員兼ダン
プ運転手 下谷町 183,200 円～ 274,800 円
レジ接客・品出し
（パート） 落合町 時給932円～ 1,165 円
クリーンクルー
（パート） 南町 時給1,000 円～ 1,100 円
クリーニングの仕
上げ等（パート） 原田南町 時給 935円

求人情報求人情報

※ 便利なハローワークインターネット
サービスをご利用ください。
問ハローワーク高梁☎ 22-2291

（３月 20日現在）

二次元コードでらくらく求人検索
　ご自身のスマートフォンで求人を簡単に検索できる『ら
くらく求人検索カード』を配布しています。例えば「事務」
「軽作業・清掃」の二次元コードを読み込むとハローワー
クインターネットサービスで、それぞれの最新求人情報が
表示されます。

ケーブルテレビ０円新規加入
ケーブルテレビ０円新規加入

※指定加入コース：とくとくコース※指定加入コース：とくとくコース

（加入金・引込工事費）

キビネット０円新規加入
キビネット０円新規加入
※宅内通信工事費も半額※宅内通信工事費も半額

※詳しくはお問い合わせください。

（加入金・引込工事費）

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

第２回　「わたしあうまち高梁市」動画ＣＭコンテスト表彰式を行いました
３月２１日　高梁市役所

　高梁市は、多くの人に高梁市の魅力を知ってもらうこと、高梁市に
愛着を持ってもらうことを目的として昨年度に引き続き「たかはし動
画ＣＭコンテスト」を開催しました。
　令和５年度は、高梁市のブランドメッセージ、「わたしあうまち　
高梁市」をイメージさせる作品をテーマに、高梁市の魅力を発信する
「オリジナル動画」を募集し、応募のあった 14作品の中から、グラ
ンプリ１点、優秀賞１点、特別賞３点を選定し、表彰を行いました。
　なお、受賞作品については、市ウェブサイトにて
公開しています。
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お知らせ・まちのできごと

henn

休日当番医（４月）
14日（日）備中診療所（備中町長屋）☎ 45-9001

21日（日）池田医院（中間町） ☎ 22-2244

28日（日）大杉病院（柿木町） ☎ 22-5155
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、
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。
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８
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す
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た
。
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す
。
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６
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学位記授与式では 441人の新たな門出を祝いました学位記授与式では 441人の新たな門出を祝いました

休日当番医（５月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。
※休日当番医は、随時変更となる場合があります
ので、最新の情報は市ウェブサイトからご確認
ください。

３日（金） 川上診療所（川上町地頭）☎ 48-4188

４日（土） 池田医院（中間町） ☎ 22-2244

５日（日） まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎ 42-2315

６日（月） 仲田医院（落合町阿部）☎ 22-0511

12日（日）成羽病院（成羽町下原）☎ 42-3111

19日（日）西医院（中之町） ☎ 22-2820

26日（日）まつうらクリニック（成羽町下原） ☎ 42-2315

市ウェブサイト

広報たかはし３月号（P.17）休日当番医
のおわびと訂正について

ケーブルテレビ０円新規加入
ケーブルテレビ０円新規加入

※指定加入コース：とくとくコース※指定加入コース：とくとくコース

（加入金・引込工事費）

キビネット０円新規加入
キビネット０円新規加入
※宅内通信工事費も半額※宅内通信工事費も半額

※詳しくはお問い合わせください。

（加入金・引込工事費）

広報たかはし３月号に掲載した休日当番医（４月）
に誤りがありました。おわびして訂正します。
正しくは、上記のとおりです。
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の
ご
縁
に
恵
ま
れ
て
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
1
つ
目
の
ご
縁
は
高
梁
市
へ
移

住
で
き
た
こ
と
で
す
。
元
々
、
移

住
な
ど
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

中
、
前
職
か
ら
の
転
職
を
検
討
す

　
こ
ん
に
ち
は
。
空
き
家
活

用
・
移
住
定
住
担
当
の
矢
動

丸
で
す
。

　
こ
の
度
、
私
は
3
月
を

も
っ
て
任
期
満
了
に
て
協
力

隊
を
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
3
年
間
は
、
た
く
さ
ん

る
頃
に
知
人
か
ら
の
紹
介
で
高
梁
市
と

の
ご
縁
が
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
2
つ
目
の
ご
縁
は
活
動
中
に
お
世
話

に
な
っ
た
皆
さ
ん
と
の
ご
縁
で
す
。
城

下
町
エ
リ
ア
本
町
の
元
駄
菓
子
屋
さ
ん

「
守
内
商
店
」
の
再
生
か
ら
始
ま
っ
た

私
の
活
動
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
市
内

各
地
域
を
回
っ
て
い
く
毎
に
た
く
さ
ん

の
方
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
活
動
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
空

き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用
や
移
住
者
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
ご
相
談
を
い
た
だ

い
た
り
、
関
係
人
口
に
関
す
る
事
業
に

携
わ
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
小
中
高
校
の
授
業
や

学
校
運
営
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
協

力
隊
活
動
が
始
ま
っ
た
頃

に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ

た
こ
と
を
沢
山
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
梁
へ

来
た
時
よ
り
も
も
っ
と
も
っ
と
高
梁
が
好

き
に
な
っ
て
い
く
自
分
が
い
ま
し
た
。
3

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
後
も
高
梁
へ
住
み
続
け
、
こ
の

3
年
間
で
積
み
上
げ
て
き
た
活
動
の
延
長

線
上
で
さ
ら
に
幅
も
深
さ
も
広
げ
な
が
ら

活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
手
が
け
て
き

た
空
き
家
・
空
き
店
舗
再
生
の
「
守
内
商

店
」
や
「
ニ
ュ
ー
エ
ス
カ
」
の
運
営
、
移

住
定
住
の
事
業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
に
、
前
職
か

ら
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
w
e
b
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
教
育
・
子
育
て
に
関
す
る
こ

と
を
掛
け
合
わ
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
一
市
民
と
し
て
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

矢
やどうまる
動丸 祐

ゆう こ
子 隊員
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大
腸
カ
メ
ラ
の
す
す
め

大
腸
カ
メ
ラ
の
す
す
め

内
科
　
　
三み

う
ら浦 

柾ま
さ
き　

医
師

　
現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

　
現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
11
位
は
が
ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
大
腸
が

位
は
が
ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
大
腸
が

ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
２
０
２
１
年
の
統
計
で
は
男
性

ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
２
０
２
１
年
の
統
計
で
は
男
性

でで
22
位
、
女
性
で

位
、
女
性
で
11
位
で
し
た
。

位
で
し
た
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
治
療
を
行
え
ば
完
治
が
期
待
で
き
る
が
ん
で
あ
る
た

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
治
療
を
行
え
ば
完
治
が
期
待
で
き
る
が
ん
で
あ
る
た

め
、
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

め
、
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
大
腸
に
で
き
る
「
い
ぼ
」
の
よ
う
な
隆
起
し
た
病
変
を
大
腸
ポ
リ
ー
プ
と

　
大
腸
に
で
き
る
「
い
ぼ
」
の
よ
う
な
隆
起
し
た
病
変
を
大
腸
ポ
リ
ー
プ
と

い
い
、
大
き
さ
や
種
類
は
様
々
で
す
が
、
一
般
的
に
腫
瘍
性
の
腺
腫
と
い
う

い
い
、
大
き
さ
や
種
類
は
様
々
で
す
が
、
一
般
的
に
腫
瘍
性
の
腺
腫
と
い
う

良
性
ポ
リ
ー
プ
が
数
年
を
掛
け
て
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
大
腸
が
ん
に
移
行

良
性
ポ
リ
ー
プ
が
数
年
を
掛
け
て
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
大
腸
が
ん
に
移
行

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
大
腸
が
ん
発
生
の
約

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
大
腸
が
ん
発
生
の
約
9090
％
を
占
め
る
と
さ
れ
、
大

％
を
占
め
る
と
さ
れ
、
大

腸
ポ
リ
ー
プ
を
早
期
に
切
除
す
る
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

腸
ポ
リ
ー
プ
を
早
期
に
切
除
す
る
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
内
視
鏡
治
療
で
は
高
周
波
装
置
で
電
流
を
流
し
な
が
ら
ポ
リ
ー
プ

　
従
来
の
内
視
鏡
治
療
で
は
高
周
波
装
置
で
電
流
を
流
し
な
が
ら
ポ
リ
ー
プ

を
切
除
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
リ
ー

を
切
除
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
リ
ー

プ
を
切
除
し
た
傷
口
か
ら
後
々
に
な
っ
て
出
血
を
し
た
り
、
腸
の
壁
に
穴
が

プ
を
切
除
し
た
傷
口
か
ら
後
々
に
な
っ
て
出
血
を
し
た
り
、
腸
の
壁
に
穴
が

空
い
た
り
す
る
合
併
症
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
い
た
り
す
る
合
併
症
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
ポ
リ
ー
プ
の
治
療
法
と
し
て
、
合
併
症
頻
度
の
少
な
い

　

な
お
、
現
在
ポ
リ
ー
プ
の
治
療
法
と
し
て
、
合
併
症
頻
度
の
少
な
い

「
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
」
と
い
う
、
専
用
の
細
い
輪
状
ワ
イ

「
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
」
と
い
う
、
専
用
の
細
い
輪
状
ワ
イ

ヤ
ー
で
ポ
リ
ー
プ
の
根
元
を
占
め
な
が
ら
切
除
す
る
治
療
が
主
に
行
わ
れ
て

ヤ
ー
で
ポ
リ
ー
プ
の
根
元
を
占
め
な
が
ら
切
除
す
る
治
療
が
主
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
約
１
ｃ
ｍ
未
満
の
ポ
リ
ー
プ
で
は
、
こ
の
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ

い
ま
す
。
約
１
ｃ
ｍ
未
満
の
ポ
リ
ー
プ
で
は
、
こ
の
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ

ペ
ク
ト
ミ
ー
で
よ
り
安
全
に
ポ
リ
ー
プ
切
除
が
で
き
、
当
院
で
も
入
院
せ
ず

ペ
ク
ト
ミ
ー
で
よ
り
安
全
に
ポ
リ
ー
プ
切
除
が
で
き
、
当
院
で
も
入
院
せ
ず

日
帰
り
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

日
帰
り
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
の
便
潜
血
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
方
や
、

　
大
腸
が
ん
検
診
で
の
便
潜
血
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
方
や
、
5050
歳
以
上
で

歳
以
上
で

一
度
も
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
に
、
ぜ
ひ
大

一
度
も
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
に
、
ぜ
ひ
大

腸
カ
メ
ラ
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

腸
カ
メ
ラ
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

27 令和６年（2024）４月

消
防
署
だ
よ
り

３
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
１
件（
前
月
と
同
件
数
）

救
急　
１
２
６
件（
前
月
よ
り
21
件
減
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
21
‐
０
１
２
１

試験・講習 開催日 受付期間 場所

危険物取扱者試験
（甲種・乙種・丙種）

６月 23日（日） ４月15日（月）～ 25日（木）
（書面・電子ともに）

岡山市・倉敷市・
津山市

10月 27日（日） ８月26日（月）～９月５日（木）
（書面・電子ともに）

岡山市・倉敷市・
津山市

令和７年
２月９日（日）

12月９日（月）～ 19日（木）
（書面・電子ともに） 岡山市

危険物取扱者試験事前講習会 5月 23日（木） ４月８日（月）～ 26日（金） 高梁総合文化会館

危険物取扱者保安講習会 ９月 27日（金） ７月１日（月）～ 26日（金） 高梁総合文化会館

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

資
格
取
得

資
格
取
得

講
習
・
試
験
の
日
程

講
習
・
試
験
の
日
程

　
防
火
管
理
者
や
危
険
物
取
扱
者
に
必

要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会

と
試
験
が
下
記
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
月
10
日
に
第
18
回
高
梁
市
消
防
操

法
大
会（
高
梁
市
消
防
団
主
催
）が
開
催

さ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
9

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
選
手
は
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
巨
瀬
分
団
が
優
勝
し
、

高
梁
市
代
表
と
し
て
７
月
７
日（
日
）に

岡
山
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
第
70
回

岡
山
県
消
防
操
法
大
会
に
昨
年
４
連
覇

し
た
宇
治
吹
屋
分
団
と
と
も
に
出
場
し

ま
す
。

第第
1818
回
高
梁
市
消
防
操
法
大

回
高
梁
市
消
防
操
法
大

会
を
開
催

会
を
開
催

巨瀬分団の皆さん巨瀬分団の皆さん

　
ま
た
、
同
大
会
に
先
立
ち
令
和
５
年

度
消
防
庁
長
官
表
彰
並
び
に
日
本
消
防

協
会
定
例
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

消
防
功
労
者
消
防

消
防
功
労
者
消
防

庁
長
官
表
彰
者

庁
長
官
表
彰
者

功
労
章

功
労
章

西西に
し
に
し

右右ゆ
う
ゆ
う

介介す
け
す
け（

団
本
部
）

（
団
本
部
）

永
年
勤
続
功
労
章

永
年
勤
続
功
労
章

山山や
ま
や
ま

口口ぐ
ち
ぐ
ち

教教た
か
た
か

久久ひ
さ
ひ
さ（

団
本
部
）、

（
団
本
部
）、
津津つつ

野野のの

邊邊べべ

和和か
ず
か
ず

彦彦ひ
こ
ひ
こ

（
高
梁
）、

（
高
梁
）、
平平ひ

ら
ひ
ら

松松ま
つ
ま
つ

修修し
ゅ
う

し
ゅ
う

一一い
ち
い
ち（

落
合
）、

（
落
合
）、
池池い

け
い
け

田田だだ

哲哲て
つ
て
つ（

川
上
）

（
川
上
）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  
優
良
消
防
団
員
定
例
表

優
良
消
防
団
員
定
例
表

彰
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
者

彰
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
者

功
績
章

功
績
章

松松ま
つ
ま
つ

尾尾おお

志志しし

郎郎ろ
う
ろ
う（

団
本
部
）

（
団
本
部
）

精
績
章

精
績
章

山山や
ま
や
ま

口口ぐ
ち
ぐ
ち

教教た
か
た
か

久久ひ
さ
ひ
さ（

団
本
部
）、

（
団
本
部
）、
赤赤あ

か
あ
か

木木ぎぎ

直直な
お
な
お

樹樹きき（
落
（
落

合
）、
合
）、
河河か

わ
か
わ

上上か
み
か
み

雅雅ま
さ
ま
さ

徳徳の
り
の
り（

成
羽
）

（
成
羽
）

勤
続
章

勤
続
章

藤藤ふ
じ
ふ
じ

森森も
り
も
り

祥祥し
ょ
う

し
ょ
う

司司じじ（
巨
瀬
）、

（
巨
瀬
）、
熊熊く

ま
く
ま

本本も
と
も
と

全全ま
さ
ま
さ

秀秀ひ
で
ひ
で（

中
（
中

井
）、
井
）、
野野のの

田田だだ

昌昌ま
さ
ま
さ

宏宏ひ
ろ
ひ
ろ（

有
漢
）、

（
有
漢
）、
池池い

け
い
け

田田だだ

哲哲て
つ
て
つ（

川
（
川

上
）、
上
）、
大大お

お
お
お

石石い
し
い
し

丈丈じ
ょ
う

じ
ょ
う

司司じじ（
高
倉
）、

（
高
倉
）、
河河か

わ
か
わ

原原は
ら
は
ら

知知と
も
と
も

之之ゆ
き
ゆ
き

（
有
漢
）、

（
有
漢
）、
山山や

ま
や
ま

縣縣が
た
が
た

忠忠た
だ
た
だ

義義よ
し
よ
し（

有
漢
）、

（
有
漢
）、
藤藤ふ

じ
ふ
じ

井井いい

英英ひ
で
ひ
で

樹樹きき（
成
羽
）、

（
成
羽
）、
武武た

け
た
け

田田だだ

敏敏と
し
と
し

郎郎ろ
う
ろ
う（

川
上
）、

（
川
上
）、

大大だ
い
だ
い

福福ふ
く
ふ
く

康康こ
う
こ
う

司司じじ（
川
上
）、

（
川
上
）、
今今い

ま
い
ま

西西に
し
に
し

俊俊と
し
と
し

文文ふ
み
ふ
み（

成
羽

（
成
羽

自
）、
自
）、
石石い

し
い
し

田田だだ

雄雄ゆ
う
ゆ
う

一一い
ち
い
ち（

川
上
）、

（
川
上
）、
川川か

わ
か
わ

上上か
み
か
み

敦敦あ
つ
あ
つ

宏宏ひ
ろ
ひ
ろ

（
川
上
）、

（
川
上
）、
赤赤あ

か
あ
か

迫迫さ
こ
さ
こ

和和か
ず
か
ず

之之ゆ
き
ゆ
き（

備
中
）、

（
備
中
）、
石石い

し
い
し

村村む
ら
む
ら

勝勝か
つ
か
つ

利利と
し
と
し（

高
梁
）、

（
高
梁
）、
西西に

し
に
し

川川か
わ
か
わ

英英え
い
え
い

治治じじ（
高
梁
）、

（
高
梁
）、
大大お

お
お
お

平平ひ
ら
ひ
ら

訓訓く
に
く
に

弘弘ひ
ろ
ひ
ろ（

高
倉
）、

（
高
倉
）、
田田たた

中中な
か
な
か

博博ひ
ろ
し

ひ
ろ
し（

成
羽
）

（
成
羽
）

『
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

住
宅

『
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

住
宅

用
火
災
警
報
器
の
点
検
・
交
換
』

用
火
災
警
報
器
の
点
検
・
交
換
』

　
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る

場
合
は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品
が
劣

化
し
て
火
災
を
検
知
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
器
本
体
を
取
り

換
え
ま
し
ょ
う
。
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の
ご
縁
に
恵
ま
れ
て
お
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
1
つ
目
の
ご
縁
は
高
梁
市
へ
移

住
で
き
た
こ
と
で
す
。
元
々
、
移

住
な
ど
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

中
、
前
職
か
ら
の
転
職
を
検
討
す

　
こ
ん
に
ち
は
。
空
き
家
活

用
・
移
住
定
住
担
当
の
矢
動

丸
で
す
。

　
こ
の
度
、
私
は
3
月
を

も
っ
て
任
期
満
了
に
て
協
力

隊
を
卒
業
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
3
年
間
は
、
た
く
さ
ん

る
頃
に
知
人
か
ら
の
紹
介
で
高
梁
市
と

の
ご
縁
が
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
2
つ
目
の
ご
縁
は
活
動
中
に
お
世
話

に
な
っ
た
皆
さ
ん
と
の
ご
縁
で
す
。
城

下
町
エ
リ
ア
本
町
の
元
駄
菓
子
屋
さ
ん

「
守
内
商
店
」
の
再
生
か
ら
始
ま
っ
た

私
の
活
動
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
市
内

各
地
域
を
回
っ
て
い
く
毎
に
た
く
さ
ん

の
方
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
活
動
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
空

き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用
や
移
住
者
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
ご
相
談
を
い
た
だ

い
た
り
、
関
係
人
口
に
関
す
る
事
業
に

携
わ
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
小
中
高
校
の
授
業
や

学
校
運
営
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
り
な
ど
、
協

力
隊
活
動
が
始
ま
っ
た
頃

に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ

た
こ
と
を
沢
山
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
梁
へ

来
た
時
よ
り
も
も
っ
と
も
っ
と
高
梁
が
好

き
に
な
っ
て
い
く
自
分
が
い
ま
し
た
。
3

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
後
も
高
梁
へ
住
み
続
け
、
こ
の

3
年
間
で
積
み
上
げ
て
き
た
活
動
の
延
長

線
上
で
さ
ら
に
幅
も
深
さ
も
広
げ
な
が
ら

活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
手
が
け
て
き

た
空
き
家
・
空
き
店
舗
再
生
の
「
守
内
商

店
」
や
「
ニ
ュ
ー
エ
ス
カ
」
の
運
営
、
移

住
定
住
の
事
業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
に
、
前
職
か

ら
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
w
e
b
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
教
育
・
子
育
て
に
関
す
る
こ

と
を
掛
け
合
わ
せ
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
一
市
民
と
し
て
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

矢
やどうまる
動丸 祐

ゆう こ
子 隊員

 

成羽病院通信成羽病院通信 問問成羽病院 成羽病院 ☎ 42-3111☎ 42-3111

大
腸
カ
メ
ラ
の
す
す
め

大
腸
カ
メ
ラ
の
す
す
め

内
科
　
　
三み

う
ら浦 

柾ま
さ
き　

医
師

　
現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

　
現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
11
位
は
が
ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
大
腸
が

位
は
が
ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
大
腸
が

ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
２
０
２
１
年
の
統
計
で
は
男
性

ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
２
０
２
１
年
の
統
計
で
は
男
性

でで
22
位
、
女
性
で

位
、
女
性
で
11
位
で
し
た
。

位
で
し
た
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
治
療
を
行
え
ば
完
治
が
期
待
で
き
る
が
ん
で
あ
る
た

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
治
療
を
行
え
ば
完
治
が
期
待
で
き
る
が
ん
で
あ
る
た

め
、
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

め
、
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
大
腸
に
で
き
る
「
い
ぼ
」
の
よ
う
な
隆
起
し
た
病
変
を
大
腸
ポ
リ
ー
プ
と

　
大
腸
に
で
き
る
「
い
ぼ
」
の
よ
う
な
隆
起
し
た
病
変
を
大
腸
ポ
リ
ー
プ
と

い
い
、
大
き
さ
や
種
類
は
様
々
で
す
が
、
一
般
的
に
腫
瘍
性
の
腺
腫
と
い
う

い
い
、
大
き
さ
や
種
類
は
様
々
で
す
が
、
一
般
的
に
腫
瘍
性
の
腺
腫
と
い
う

良
性
ポ
リ
ー
プ
が
数
年
を
掛
け
て
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
大
腸
が
ん
に
移
行

良
性
ポ
リ
ー
プ
が
数
年
を
掛
け
て
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
大
腸
が
ん
に
移
行

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
大
腸
が
ん
発
生
の
約

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
大
腸
が
ん
発
生
の
約
9090
％
を
占
め
る
と
さ
れ
、
大

％
を
占
め
る
と
さ
れ
、
大

腸
ポ
リ
ー
プ
を
早
期
に
切
除
す
る
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

腸
ポ
リ
ー
プ
を
早
期
に
切
除
す
る
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
内
視
鏡
治
療
で
は
高
周
波
装
置
で
電
流
を
流
し
な
が
ら
ポ
リ
ー
プ

　
従
来
の
内
視
鏡
治
療
で
は
高
周
波
装
置
で
電
流
を
流
し
な
が
ら
ポ
リ
ー
プ

を
切
除
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
リ
ー

を
切
除
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
リ
ー

プ
を
切
除
し
た
傷
口
か
ら
後
々
に
な
っ
て
出
血
を
し
た
り
、
腸
の
壁
に
穴
が

プ
を
切
除
し
た
傷
口
か
ら
後
々
に
な
っ
て
出
血
を
し
た
り
、
腸
の
壁
に
穴
が

空
い
た
り
す
る
合
併
症
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
い
た
り
す
る
合
併
症
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
ポ
リ
ー
プ
の
治
療
法
と
し
て
、
合
併
症
頻
度
の
少
な
い

　

な
お
、
現
在
ポ
リ
ー
プ
の
治
療
法
と
し
て
、
合
併
症
頻
度
の
少
な
い

「
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
」
と
い
う
、
専
用
の
細
い
輪
状
ワ
イ

「
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
」
と
い
う
、
専
用
の
細
い
輪
状
ワ
イ

ヤ
ー
で
ポ
リ
ー
プ
の
根
元
を
占
め
な
が
ら
切
除
す
る
治
療
が
主
に
行
わ
れ
て

ヤ
ー
で
ポ
リ
ー
プ
の
根
元
を
占
め
な
が
ら
切
除
す
る
治
療
が
主
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
約
１
ｃ
ｍ
未
満
の
ポ
リ
ー
プ
で
は
、
こ
の
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ

い
ま
す
。
約
１
ｃ
ｍ
未
満
の
ポ
リ
ー
プ
で
は
、
こ
の
コ
ー
ル
ド
ス
ネ
ア
ポ
リ

ペ
ク
ト
ミ
ー
で
よ
り
安
全
に
ポ
リ
ー
プ
切
除
が
で
き
、
当
院
で
も
入
院
せ
ず

ペ
ク
ト
ミ
ー
で
よ
り
安
全
に
ポ
リ
ー
プ
切
除
が
で
き
、
当
院
で
も
入
院
せ
ず

日
帰
り
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

日
帰
り
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
の
便
潜
血
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
方
や
、

　
大
腸
が
ん
検
診
で
の
便
潜
血
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
方
や
、
5050
歳
以
上
で

歳
以
上
で

一
度
も
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
に
、
ぜ
ひ
大

一
度
も
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
に
、
ぜ
ひ
大

腸
カ
メ
ラ
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

腸
カ
メ
ラ
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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図書館だより

今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）
ヨモカ（移動図書館車） ５月運行日

第１・３火曜日
（７日・21日）

川面地域市民センター 10:40 ～ 11:25
西山郵便局横 14:15 ～ 14:45
コミュニティハウス湯野荘 15:15 ～ 15:45

第１・３水曜日
（１日・15日）

津川地域市民センター 13:40 ～ 14:10
落合地域市民センター 15:30 ～ 16:15

第１・３木曜日
（２日・16日）

松原地域市民センター 11:15 ～ 12:00
宇治地域市民センター 14:30 ～ 15:15

第３金曜日
（17日） 吹屋連絡所 14:30 ～ 15:15

第 2・4火曜日
（14日・28日）ゆめタウン高梁 13:50 ～ 14:20

第２・４水曜日
（８日・22日）

川上ふるさとプラザ 13:45 ～ 14:30
日名神楽公園 15:45 ～ 16:15

第２・４木曜日
（９日・23日）

巨瀬地域市民センター 10:00 ～ 10:45
玉川地域市民センター 13:50 ～ 14:35

第２・４金曜日
（10日・24日）

中井地域市民センター 11:00 ～ 11:30
高倉地域市民センター 13:15 ～ 14:00

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月 20日です
メルヘンクーゲルのおはなし会　～わらべうたと昔話と絵本と～ 自由参加 (定員 15人程度 )・参加費無料

読み手：メルヘンクーゲル４月 20日（土） 午後２時～２時 40分 ４階多目的室
ベビーＢＯＯＫタイム 自由参加（定員 15人）・参加費無料

読み手：図書館スタッフ４月 23日（火） 午前 11時～ 11時 30分 4階読み聞かせスペース
としょかんスタンプラリー　～本をかりてスタンプをあつめよう～ 自由参加・参加費無料

対象：小学生以下４月23日 ( 火 ) ～５月 12日 ( 日 ) ４階キッズライブラリー
ベンガラ粉で染めものあそびをしよう！ 自由参加（先着 30人保護者含む）・参加費無料

持ち物：持ち帰り用のビニール袋、手を拭く
用のタオルなど４月 27日（土） 午前 10時～ 11時 ４階多目的室

親子で図書館のおしごと体験 要予約 (定員６人 )・参加費無料
持ち物：筆記用具、飲み物５月４日（土） 午前 10時～ 11時 30分 ４階多目的室

ふきのとう　おはなし会 自由参加 (定員 15人 )・参加費無料
読み手：ふきのとう５月４日（土） 午後２時～２時 30分 4階読み聞かせスペース

おやさいスタンプのメッセージカードをつくろう！ 自由参加 (先着30人保護者含む )・参加費無料
持ち物：手を拭く用のタオル、持ち帰り用の袋
やクリアファイル５月５日（日） 午前 10時～ 11時 ４階多目的室

赤ちゃんと遊ぼうベビークーゲルの会 対象：未就学児と保護者
要予約（定員 10組程度保護者含む）
参加費無料・講師：メルヘンクーゲル５月８日（水） 午前 10時 30分～ 11時 ４階多目的室

おはなしたまてばこ　おはなし会 自由参加（定員 30人程度）・参加費無料
読み手：おはなしたまてばこ５月 11日（土） 午後２時～２時 30分 ４階多目的室

整理収納で心地よい暮らしをしよう 自由参加（定員 30人）・参加費無料
持ち物：筆記用具
講師：おおもとまさこさん（整理収納アドバイザー）５月 13日（月） 午前 10時～ 11時 30分 ４階多目的室

キッズＢＯＯＫタイム 自由参加（定員 15人）・参加費無料
読み手：図書館スタッフ毎週日曜日 午後２時～２時 30分 ４階キッズライブラリー

あ
き
ら
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
ら
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山山やま
ざ
き

や
ま
ざ
き
崎崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
著
　
小
学
館

ナ
オ
コ
ー
ラ
著
　
小
学
館  

出
版
出
版

　
近
所
を
散
歩
す
る
の
が
日
課
の
早
乙
女
雄
大
。
愛
す
る
人

　
近
所
を
散
歩
す
る
の
が
日
課
の
早
乙
女
雄
大
。
愛
す
る
人

や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
思
い
悩
み
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、

や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
思
い
悩
み
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、

親
子
風
の
２
人
組
に
出
会
う
。
親
に
見
え
る
人
は
思
い
詰
め

親
子
風
の
２
人
組
に
出
会
う
。
親
に
見
え
る
人
は
思
い
詰
め

た
表
情
で
「
自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
た
い
」
と
言
う
…
。

た
表
情
で
「
自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
た
い
」
と
言
う
…
。

先
入
観
の
鎖
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
自
分
を
明
ら
か
に
す
る

先
入
観
の
鎖
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
自
分
を
明
ら
か
に
す
る

物
語
。

物
語
。
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文化のひろば

　吉備川上ふれあい漫画美術館では、開　吉備川上ふれあい漫画美術館では、開
館30年を記念し、名誉館長で漫画家の富館30年を記念し、名誉館長で漫画家の富

永一朗さんの展覧会を開催します。永一朗さんの展覧会を開催します。
　　富富

とみながいちろうとみながいちろう
永一朗永一朗（1925-2021　京都市生まれ）さんは、（1925-2021　京都市生まれ）さんは、

風刺やお色気など幅広い作風で人気を集め、テレ風刺やお色気など幅広い作風で人気を集め、テレ
ビ「お笑いマンガ道場」では、さらりと描くイラビ「お笑いマンガ道場」では、さらりと描くイラ
ストとともに当意即妙な返しでお茶の間を魅了しストとともに当意即妙な返しでお茶の間を魅了し
ました。ました。
  

　本展では、代表作『ポンコツおやじ』『チンコロ　本展では、代表作『ポンコツおやじ』『チンコロ
姐ちゃん』など雑誌連載の原画や川上町のために姐ちゃん』など雑誌連載の原画や川上町のために
描かれた色鉛筆原画など約 70点をご紹介します。描かれた色鉛筆原画など約 70点をご紹介します。
ユーモアとエネルギーにあふれる富永作品は観るユーモアとエネルギーにあふれる富永作品は観る
人の気持ちを明るく元気にしてくれることでしょ人の気持ちを明るく元気にしてくれることでしょ
う。う。

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。
施設 内容 開館時間 入館料

高梁市歴史美術館
☎ 21--0180　火曜日休館

「綱島梁川～明治を生きた思
想家の生涯～」
（～５月 13日（月））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500円
65歳以上・高校・大学生…300円

中学生以下…無料

高梁市成羽美術館
☎ 42--4455　月曜日休館

「TORAJIRO」‐西洋画をも「TORAJIRO」‐西洋画をも
たらした、一人の画家の物語たらした、一人の画家の物語
（～６月 30日（日））（～６月 30日（日））

午前９時30分～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…800円
高校・大学生…400円

中学生以下…無料

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　月曜日休館
（４月23日（火）～ 26日（金）
および５月７日（火）は休館）

開館 30年記念
「富永一朗展」～原画を読む
（４月27日（土）～６月 30日４月 27日（土）～６月 30日
（日）（日））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500円
高校・大学生…400円
小・中学生…300円

常設のみの施設：山田方谷記念館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象： 市内在住の小・中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人／市内
　　　　　　　　在住の 65歳以上（歴史美術館は対象外）

※GWの4月 27日（土）～ 5月 6日（月）は休まず開館します※GWの4月 27日（土）～ 5月 6日（月）は休まず開館します

　　成羽が誇る洋画家、成羽が誇る洋画家、児児
ここ
島島
じまじま
虎虎
とらとら
次次
じじ
郎郎
ろうろう
。大。大

原美術館の礎となる西洋画の収集に尽原美術館の礎となる西洋画の収集に尽
力したことは有名ですが、実は非常に多才な芸術力したことは有名ですが、実は非常に多才な芸術
家であり、美術品のコレクターでもありました。家であり、美術品のコレクターでもありました。
折しも今年は、児島虎次郎没後 95 年にあたりま折しも今年は、児島虎次郎没後 95 年にあたりま
す。それを記念して、成羽美術館では、児島虎次す。それを記念して、成羽美術館では、児島虎次
郎という一人の画家の人物像をさまざまな観点か郎という一人の画家の人物像をさまざまな観点か
ら紐解く展覧会を開催します。その画業のみならら紐解く展覧会を開催します。その画業のみなら
ず、幅広い芸術活動や遺品、自ら収集したオリエず、幅広い芸術活動や遺品、自ら収集したオリエ
ントや中国・朝鮮美術品の数々を、これまでになントや中国・朝鮮美術品の数々を、これまでにな
い切り口でご覧いただけます。虎次郎の芸術に対い切り口でご覧いただけます。虎次郎の芸術に対
する情熱や日本する情熱や日本
に世界の芸術をに世界の芸術を
広めたいという広めたいという
熱い思いを感じ熱い思いを感じ
ていただければていただければ
幸いです。あな幸いです。あな
たの知らない虎たの知らない虎
次郎に出会える次郎に出会える
かも。かも。

高梁市成羽美術館 吉備川上ふれあい漫画美術館

児島虎次郎没後95年・開館30年記念

「TORAJIRO」
‐‐西洋画をもたらした、一人の画家の物語

開館３０年記念

「富永一朗展」
　　　　　　　　　～原画を読む

令和 6 年（2024）４月 28



図書館だより

今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）
ヨモカ（移動図書館車） ５月運行日

第１・３火曜日
（７日・21日）

川面地域市民センター 10:40 ～ 11:25
西山郵便局横 14:15 ～ 14:45
コミュニティハウス湯野荘 15:15 ～ 15:45

第１・３水曜日
（１日・15日）

津川地域市民センター 13:40 ～ 14:10
落合地域市民センター 15:30 ～ 16:15

第１・３木曜日
（２日・16日）

松原地域市民センター 11:15 ～ 12:00
宇治地域市民センター 14:30 ～ 15:15

第３金曜日
（17日） 吹屋連絡所 14:30 ～ 15:15

第 2・4火曜日
（14日・28日）ゆめタウン高梁 13:50 ～ 14:20

第２・４水曜日
（８日・22日）

川上ふるさとプラザ 13:45 ～ 14:30
日名神楽公園 15:45 ～ 16:15

第２・４木曜日
（９日・23日）

巨瀬地域市民センター 10:00 ～ 10:45
玉川地域市民センター 13:50 ～ 14:35

第２・４金曜日
（10日・24日）

中井地域市民センター 11:00 ～ 11:30
高倉地域市民センター 13:15 ～ 14:00

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

イベントの申し込みは高梁市図書館ウェブサイトで電子申請をしてください。受け付け開始日は前月 20日です
メルヘンクーゲルのおはなし会　～わらべうたと昔話と絵本と～ 自由参加 (定員 15人程度 )・参加費無料

読み手：メルヘンクーゲル４月 20日（土） 午後２時～２時 40分 ４階多目的室
ベビーＢＯＯＫタイム 自由参加（定員 15人）・参加費無料

読み手：図書館スタッフ４月 23日（火） 午前 11時～ 11時 30分 4階読み聞かせスペース
としょかんスタンプラリー　～本をかりてスタンプをあつめよう～ 自由参加・参加費無料

対象：小学生以下４月23日 ( 火 ) ～５月 12日 ( 日 ) ４階キッズライブラリー
ベンガラ粉で染めものあそびをしよう！ 自由参加（先着 30人保護者含む）・参加費無料

持ち物：持ち帰り用のビニール袋、手を拭く
用のタオルなど４月 27日（土） 午前 10時～ 11時 ４階多目的室

親子で図書館のおしごと体験 要予約 (定員６人 )・参加費無料
持ち物：筆記用具、飲み物５月４日（土） 午前 10時～ 11時 30分 ４階多目的室

ふきのとう　おはなし会 自由参加 (定員 15人 )・参加費無料
読み手：ふきのとう５月４日（土） 午後２時～２時 30分 4階読み聞かせスペース

おやさいスタンプのメッセージカードをつくろう！ 自由参加 (先着30人保護者含む )・参加費無料
持ち物：手を拭く用のタオル、持ち帰り用の袋
やクリアファイル５月５日（日） 午前 10時～ 11時 ４階多目的室

赤ちゃんと遊ぼうベビークーゲルの会 対象：未就学児と保護者
要予約（定員 10組程度保護者含む）
参加費無料・講師：メルヘンクーゲル５月８日（水） 午前 10時 30分～ 11時 ４階多目的室

おはなしたまてばこ　おはなし会 自由参加（定員 30人程度）・参加費無料
読み手：おはなしたまてばこ５月 11日（土） 午後２時～２時 30分 ４階多目的室

整理収納で心地よい暮らしをしよう 自由参加（定員 30人）・参加費無料
持ち物：筆記用具
講師：おおもとまさこさん（整理収納アドバイザー）５月 13日（月） 午前 10時～ 11時 30分 ４階多目的室

キッズＢＯＯＫタイム 自由参加（定員 15人）・参加費無料
読み手：図書館スタッフ毎週日曜日 午後２時～２時 30分 ４階キッズライブラリー
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長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます

市民のページ

令和６年（2024）４月31

送ってください　締め切り・・・４月 24日（水）
　５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブサイトなどで
公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名、電話番号を明記して送付し
てください。市ウェブサイトでも応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふりがな）・年
齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記して投稿してください。なお、紙面の都合上、掲載できない場合があります。
問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係　
☎ 21-0210　　　koho@city.takahashi.lg.jp

一年生 挨拶満点 苦笑い

　100歳（大正13年生まれ）の誕生日を迎えられた人を訪問し、記念品や花束を贈って長寿をお祝
いしました。
　市内で100歳以上の人は３月31日現在、79人（男性９人、女性70人）です。。
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小
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見山昭子さん（高梁市手話ボランティアの会）　

 交差させた両手２指を羽根のように動かす
　（有漢常山公園　石の風車をイメージ）

市公式チャンネル市公式チャンネル
「有
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すこやかスマイル（１月生まれ）

令和６年（2024）４月 30

４月に誕生日を迎える
子どもたちです

１１
さいさい

松
まつもと
本 綺

きい の
祈ちゃん

（落合町阿部）

２２
さいさい

信
のぶはら
原 絢

けんすけ
介ちゃん

（落合町福地）

４４
さいさい

山
やまかわ
川 莉

り お
央ちゃん

（落合町阿部）

１１
さいさい

西
にしだ
田 向

ひま り
葵ちゃん

（成羽町下原）

４４
さいさい

森
もりもと
本 茅

ちは る
春ちゃん

（松原通）

３３
さいさい

上
うえはら
原 碧

あお と
斗ちゃん

（落合町近似）

２２
さいさい

森
もりもと
元 花

かす み
澄ちゃん

（落合町阿部）

３３
さいさい

三
みとう
藤 宝

たから
ちゃん

（落合町阿部）

４４
さいさい

石
いしだ
田 愛

あお い
生ちゃん

（横町）

５５
さいさい

上
うえはら
原 蒼

そう し
司ちゃん

（落合町近似）

５５
さいさい

金
かねもと
本 陸

りく や
矢ちゃん

（巨瀬町）

５５
さいさい

森
もり
 心
ここ ろ
結ちゃん

（伊賀町）

１１
さいさい

河
かわはら
原 希

き ほ
歩ちゃん

（横町）

４４
さいさい

近
こんどう
藤 千

ちさ き
咲ちゃん

（玉川町玉）

６６
さいさい

竹
たけがみ
上 光

こう が
雅ちゃん

（成羽町成羽）

５５
さいさい

日
ひなた
向 剛

ごう き
基ちゃん

（川上町地頭）



長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます

市民のページ

令和６年（2024）４月31

送ってください　締め切り・・・４月 24日（水）
　５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブサイトなどで
公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名、電話番号を明記して送付し
てください。市ウェブサイトでも応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふりがな）・年
齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記して投稿してください。なお、紙面の都合上、掲載できない場合があります。
問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係　
☎ 21-0210　　　koho@city.takahashi.lg.jp

一年生 挨拶満点 苦笑い

　100歳（大正13年生まれ）の誕生日を迎えられた人を訪問し、記念品や花束を贈って長寿をお祝
いしました。
　市内で100歳以上の人は３月31日現在、79人（男性９人、女性70人）です。。

谷谷
たにたに
村村
むらむら
清清
きよきよ
磨磨
まま
さんさん

（松原町神原）（松原町神原）
村村
むらむら
田田
たた
光光
みつみつ
子子
ここ
さんさん

（有漢町上有漢）（有漢町上有漢）

川柳・絵　鈴
すず
村
むら
繁
しげ
實
み
さん（川上町地頭）

　　　　　　　　　　  

公式ソーシャルメディア

日日
ひひ
名名
なな
允允
のぶのぶ
子子
ここ
さんさん

（成羽町成羽）（成羽町成羽）

手
しゅわ
話をやってみよう

小
こ み や ま あ き こ

見山昭子さん（高梁市手話ボランティアの会）　

 交差させた両手２指を羽根のように動かす
　（有漢常山公園　石の風車をイメージ）

市公式チャンネル市公式チャンネル
「有
う か ん
漢」



　
こ
の
広
報
紙
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、

私
は
別
の
部
署
で
、
別
の
仕
事
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
。
２
年
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。数
カ
月
に
一
度
、こ
の「
編

集
後
記
」を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
と
、「
見

た
よ
！
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
こ

と
も
多
く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
１
階
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
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橋
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口  ２６，４９７ － 201

男 性  １２，８７６ － 124

女 性  １３，６２１ － 77

世帯数  １３，２６９ － 97
( 令和６年３月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

人　口 高梁いんふぉ

　<問い合わせ先>
マイナンバーカードの申請について　市民課　☎２１－０２５３
マイナ保険証の利用について　地域医療連携課　☎２１－０２５８　　　　　　　　

　厚労省ウェブサイト
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報
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月
号
（
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巻
234
号
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行
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市
秘
書
企
画
課

■
 〒
716-8501 岡

山
県
高
梁
市
松
原
通
2043　

電
話
0866-21-0210

■
 ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
https://www.city.takahashi.lg.jp/

声の広報声の広報

こ
の
広
報
紙
は
、
環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


	広報たかはし4月-1_30968_marked
	広報たかはし4月-2_32095_marked
	広報たかはし4月-3_5475_marked
	広報たかはし4月-4_580_marked
	広報たかはし4月-5_573_marked
	広報たかはし4月-6_634_marked
	広報たかはし4月-7_819_marked
	広報たかはし4月-8_1099_marked
	広報たかはし4月-9_1065_marked
	広報たかはし4月-10_31036_marked
	広報たかはし4月-11_31016_marked
	広報たかはし4月-12_31186_marked
	広報たかはし4月-13_31412_marked
	広報たかはし4月-14_31457_marked
	広報たかはし4月-15_31428_sanitized
	広報たかはし4月-16_31706_marked
	広報たかはし4月-17_31855_marked
	広報たかはし4月-18_31886_marked
	広報たかはし4月-19_31927_marked
	広報たかはし4月-20_32245_marked
	広報たかはし4月-21_32275_marked
	広報たかはし4月-22_32402_marked
	広報たかはし4月-23_32653_marked
	広報たかはし4月-24_32736_marked
	広報たかはし4月-25_32721_marked
	広報たかはし4月-26_3712_marked
	広報たかはし4月-27_3730_sanitized
	広報たかはし4月-28_3744_marked
	広報たかはし4月-29_3786_marked
	広報たかはし4月-30_3854_marked
	広報たかはし4月-31_3878_marked
	広報たかはし4月-32_397_marked

